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［目的］回復期及び維持期の患者に対する摂食嚥下障害の看護の研究に関する傾向をテキストマイニングに
より明らかにすることを目的とした。特に誤嚥の予防と食事介助に注目して分析をした。
［方法］医中誌データベースによる文献検索の後、選定基準に合致する論文を選択をした。それらの論文の
本文において、摂食嚥下障害のケアに関する語の使用状況や語と語の類似度をテキストマイニングにより
分析した。
［結果］抽出された 12本の論文において、“誤嚥 ”は共通して使用されていた。“食事介助 ”は 5本の論文
で使用されていた。
［結論］回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対する 12本の摂食嚥下障害の看護の研究では、
誤嚥については共通して述べられていた。そして食事介助に関して誤嚥の予防だけでなく栄養状態の改善
についても考察した論文は 1本だけだった。

1．はじめに
　摂食嚥下障害を持つ患者は、誤嚥と栄養障害・脱水の
リスクを背負う1～2）。誤嚥は誤嚥性肺炎や窒息を引きお
こす危険性があり、栄養障害は全身の筋肉量低下がもた
らす悪循環により嚥下障害を悪化させるだけでなく1）、
高齢者のサルコペニアやリハビリテーションの効果に影
響を及ぼすことも明らかになっている3～5）。誤嚥性肺炎
は高齢者肺炎の7割を占めると言われ6）、経口摂取をし
ている入院患者・入所者のうち15.4～23.7％に嚥下困難

がある7）。脳卒中患者の場合は22～65％に摂食嚥下障害
があるとされ8～9）、これら多くの人々に嚥下障害の看護
ケアは必要である。
　摂食嚥下障害を持つ患者には胃ろうや経管栄養や食事
形態の選択、食事時の姿勢の調整、リハビリテーション
などの治療やケアが一般的に行われる1～2）。これらは誤嚥
の予防や必要な栄養の摂取が主な目的だが、看護ケアの
目的は１つだけとは限らない。例えば、口腔ケアの目的
には誤嚥予防以外に味覚の向上や唾液分泌の促進、口腔・
咽頭周囲筋への刺激、齲歯の予防などがある 2）,10～11）。また、
口腔ケア以外には食事介助や嚥下訓練、吸引、アイスマッ
サージなど摂食嚥下障害のケアは多岐にわたる。
　このように多種多様なケアがある中で、摂食嚥下障
害に関する看護の研究は多数発表されており、医中誌
web での検索では 989 件ヒットした（検索式 “ 摂食機
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1．はじめに
　摂食嚥下障害を持つ患者は、誤嚥と栄養障害・脱水の
リスクを背負う1～2）。誤嚥は誤嚥性肺炎や窒息を引きお
こす危険性があり、栄養障害は全身の筋肉量低下がもた
らす悪循環により嚥下障害を悪化させるだけでなく1）、
高齢者のサルコペニアやリハビリテーションの効果に影
響を及ぼすことも明らかになっている3～5）。誤嚥性肺炎
は高齢者肺炎の7割を占めると言われ6）、経口摂取をし
ている入院患者・入所者のうち15.4～23.7％に嚥下困難

がある7）。脳卒中患者の場合は22～65％に摂食嚥下障害
があるとされ8～9）、これら多くの人々に嚥下障害の看護
ケアは必要である。
　摂食嚥下障害を持つ患者には胃ろうや経管栄養や食事
形態の選択、食事時の姿勢の調整、リハビリテーション
などの治療やケアが一般的に行われる1～2）。これらは誤嚥
の予防や必要な栄養の摂取が主な目的だが、看護ケアの
目的は１つだけとは限らない。例えば、口腔ケアの目的
には誤嚥予防以外に味覚の向上や唾液分泌の促進、口腔・
咽頭周囲筋への刺激、齲歯の予防などがある 2）,10～11）。また、
口腔ケア以外には食事介助や嚥下訓練、吸引、アイスマッ
サージなど摂食嚥下障害のケアは多岐にわたる。
　このように多種多様なケアがある中で、摂食嚥下障
害に関する看護の研究は多数発表されており、医中誌
web での検索では 989 件ヒットした（検索式 “ 摂食機

能障害 /TH and PT=原著論文 and SB=看護”、全年検索、
検索日 2018年 7月 28日）。これらの研究を概観すると、
誤嚥に関する研究は多いが食事介助や食事の楽しみを分
析した研究は少ないように思われる。しかし、キーワー
ドや題目、要旨だけでは研究論文の論点や傾向を断定す
ることはできない。
　一般的には研究の傾向を把握するためには精読し文献
検討を行うが、主観的な判断や解釈の混入を避けること
は難しい。質的データである文章（テキストデータ）を
客観的に分析する方法にテキストマイニングがある 12）。
このテキストマイニングによって客観性を補いながら、
論文に用いられた語の出現状況と、語と語の関係性を分
析することにより論文の傾向を明らかにしたいと考え
る。この分析は、複数の摂食嚥下障害の看護研究におい
て、論文中のケアを表す語に関して、より頻繁に用いら
れた語は何か（語の出現状況）、またそれはどのような
語と共に論文中で用いられたのか（語と語の関係性）を
分析する。つまり、例えばある語がより頻繁に出現して
いれば、摂食嚥下障害の看護ケアにおいて、その語が示
すケアはより焦点が当てられたと考える。更には他のあ
る語と共により多く用いられていれば、すなわち共起関
係のある語を考慮することにより、摂食嚥下障害の看護
研究の傾向を考察する。つまり、本研究で明らかにした
い傾向とは、摂食嚥下障害の複数の論文において、より
焦点を当てられたケアは何かということである。本研究
では、このテキストマイニングによる語に関する分析を、
回復期と維持期にある摂食嚥下障害のある患者を対象に
した看護の研究論文に関して行った。
　このような研究目的を設定する理由は、摂食嚥下障害
に関する論文では誤嚥に注目は集まるが、食事介助に関
する研究は少ないように思えるからである。経口摂取を
する摂食嚥下障害のある患者にとって誤嚥予防は必要不
可欠だが、食事介助も重要なケアである。そのため、摂
食嚥下障害について誤嚥のリスク管理だけでなく食事介
助などのケアを見直す必要があると考える。そこで本研
究では、摂食嚥下障害の研究論文に取り上げられた看護
ケアに関する傾向の分析から、焦点が当てられてきたケ
アは誤嚥予防だけなのか、あるいはそれ以外のケアも取
り上げられてきたのかを明らかにしたい。特に、本研究
では誤嚥と食事介助に注目して分析をしたいと考える。

2．研究目的
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにする。特にケアに関連する語である
“誤嚥”と“食事介助”に注目して分析する。

3．方法
3．1 文献検索
　摂食嚥下障害に関する看護の研究論文を検索するた
め、摂食嚥下障害のリスクや看護ケアに関係する検索語
を用いた。ただし、本研究は経口摂取をする患者への包
括的な看護ケアに関しテキストマイニングを用いて分析
するため、以下の論文は除外した。
・胃ろうや経管栄養、静脈栄養のみに関する論文
・急性期
・嚥下体操やポジショニング、特定の嚥下食などテーマ
を限定的に絞った論文
・日本語以外で書かれた論文
・学術誌以外の商業誌に掲載された論文

　医中誌データベースにおける検索条件は以下の通りで
ある。
収載誌発行年：全年
論文種類：原著論文、看護文献
検索語：嚥下 / TH、摂食機能障害 / TH、気道内誤嚥 / 
TH、肺炎・嚥下性 / TH、食事摂取量 / TH、エネルギー
摂取量 / TH、食事介助 / TH、食事 / TH、食事介助 / TH

3．2 分析方法
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにするために、論文の中では誤嚥の予防
以外のケアに関する語がどの程度、そしてどのような語
との関係で用いられているのかを分析する。本研究は、
テキストデータの探索的研究に有効とされるテキストマ
イニングの特徴13）を活用したものである。
　本研究では口腔ケアや吸引、食事介助などのキーワー
ドを用いて分析した。摂食嚥下障害のケアには、誤嚥
の予防以外に“食事することの楽しみ”や“意欲”など心理
的な側面がある。この“食事の楽しみ”の表現は多様であ
り、短く単語で表現することもあれば文章として表現す
ることもある。しかし、テキストマイニングでは様々な
表現が“食事の楽しみ”を意味するかどうかを正確に判断
しながら分析することは困難である。そのため、それら
を論文から抽出・分析することに関する信頼性と妥当
性は確保できないと判断し、“食事することの楽しみ”や
“意欲”など心理的な側面は摂食嚥下障害のケアにおいて
非常に重要だが、本研究では分析から除外した。
　分析対象は、要旨・抄録、図、表、章節のタイトル、参考文
献リストを除く論文の本文とした。テキストマイニングは、論文
中の語の使用頻度が正確に分かること、および使用される語
と語の関係性（例　同じ段落に使用されている）を分析でき
る。しかし、論文全体から抽出される言葉が多すぎると、分
析結果の解釈および考察が困難になるため、分析の前に抽

論文から本研究の目的に沿わないものは除外した。文献
検討をした論文では成人・老年期の患者へのケアに関す
る文献検討は見当らず、食形態や片麻痺患者の食事介助
に関する教育内容、小児に関するものだったため除外し
た。また、術後食に関する論文と認知症の高齢者に関し
てBMIと食事摂取量、水分摂取量から分析した論文、職
場環境や研修ニーズに関する論文がヒットしたが、実際
の看護ケアやアセスメントは分析されていないと判断し
対象から除外した。残った論文から商業誌に掲載された
論文を除外し、学術誌に掲載された論文を選択した結果
12本の論文が残った（表1）。
　12本の論文は、嚥下障害のリスクや看護の質に関する
尺度開発4本16～19）、ケアの実施状況7本20～26）、摂食嚥下
障害のリスクの分析1本27）だった。

4．2 テキストマイニングの分析の設定及び結果
　12本の論文から抽出する語は、“嚥下障害”や“摂食障
害”、“誤嚥”、“栄養”、“食事量”、“食事介助”など摂食
嚥下障害をもつ患者へのケアに関する言葉とした。そし
て、見落しの可能性を考慮し、“食事介助”や“低栄養”、
“嚥下障害”などの複数の語に分解できる場合や、例えば
“摂食嚥下障害”を“摂食・嚥下障害”と記載されることが
あると想定し、予め食事や栄養、嚥下などそれ以上短く
分解できない語を論文中に確認してから抽出する語を設
定した。
　KHCoderにより12本の論文から抽出した総抽出語数
は62590語であり、同一の語は重複せずにカウントした
場合の異なり語数は3934語、名詞の異なり語数は846語
だった。分析したい語を絞るために、名詞の一覧から本
研究の目的とは関係のない語だと判断した場合は分析対
象から除外し、関連があるものは強制抽出語に含めて再
度抽出し直した後に結果を確認した。この強制抽出語に
含めた摂食嚥下障害に関する言葉は、12本の論文および
摂食嚥下に関する看護の専門書1～2）を参考に設定した。
そして、文中で使われている“摂食嚥下障害”と“摂食・
嚥下障害”、“嚥下障害”は同じ意味を示すと考え“摂食嚥
下障害”にコーディングし統一した。他方で“患者”や“看
護”、“医療”、“有意”、“分析”、“p 値”など、本研究の
目的との関連が小さいと判断したものは分析から除外し
た。
　また、対象の論文には“栄養不良”や“低栄養”、そして
食事とその量に関する語として“摂取量”や“食事の量”
“食事摂取”などが使われていたため、適切に分析できる
ようにコーディングした。そして、強制抽出語の設定後
は、名詞以外の形容詞、品詞、動詞等には関連する語は
ないことを確認できたため、この後に続く分析ではコー
ディングした語のみを分析した。
　コーディングは以下の通りである（表2）。例えば、栄

食機能障害患者 ”、“嚥下機能 ”、“嚥下評価 ”、“誤嚥 ”
は 12本の論文で共通して使用され、“口腔ケア ”と “経
口摂取 ”、“ 栄養状態 ” も 6～ 9 本に使用されていた。
逆に、“ 食事形態 ” と “ 摂食状況 ”、“ 嚥下訓練 ” を使
用した論文は少ないことが示された。次に段落数で見た
場合、“摂食嚥下障害”は 159段落、“摂食機能障害患者”
は 36段落、“嚥下機能 ”は 72段落、“嚥下評価 ”は 65
段落、“ 誤嚥 ” は 61 段落であり全 487 段落中に比較的
多く使用されていた。

4．3 階層的クラスター分析の結果
　階層的クラスター分析では各語の類似度を距離とし
て表し、類似度は語が抽出された論文や抽出頻度に基
づく15）。階層的クラスター分析の図（デンドログラム）
から、“ 摂食嚥下障害 ” 等 “ と栄養状態 ” は同じ大きな
グループに属し、“ 食事介助 ” と “ 経口摂取 ” は同じグ
ループだが “ 誤嚥 ” や “ 摂食嚥下障害 ”、“ 栄養状態 ”
とは異なるグループに属することが示された（図 1）。

5．考察
5．1 “誤嚥”と“食事介助”に関する考察
　本研究は、摂食嚥下障害に関する看護の研究論文の文
献検索とそれに続く文献選択の結果残った12本に関しテ
キストマイニングにより論文中の語を分析した。そのた
め、摂食嚥下障害の研究の傾向を使用された語に基づい
て明らかにできたと考える。
　使用された語の中で、“誤嚥 ”や “摂食嚥下障害 ”等は
高頻度で使用されており、12本の論文を確認した結果、こ
れらの語は全ての論文に使用されていた。
　次に階層的クラスター分析の結果を考察する。階層的クラ
スター分析では段落ごとに近い関係にある語は同じグルー
プにまとめられる。その結果、“ 食事介助 ”は “ 経口摂取 ”
と同じグループに属し、“ 栄養状態 ”と異なるグループに属
していた。一方、“食事介助 ”が属するグループには“誤嚥 ”
はないが、“栄養状態 ”は “誤嚥 ”が形成する大きなグルー
プに属していた。この結果から、12本の論文において、“食
事介助 ” は栄養状態の改善や誤嚥予防の目的で述べられ
ることは少ないと推察された。この点を論文で確認する。
　“食事介助”が使われた論文は5本だった20～21）,23）,25～26）。
中山20）は摂食嚥下障害をもつ介護老人施設の入所者に対
するケアの実施状況を調査した。その結果の章では、食事
介助のケアの内容に関する調査結果および施設の種類ごと
に経口摂取している人の食事介助を受けた人の割合、介助
者の人数、カンファレンスにおける食事介助や栄養状態に関
する意見交換の実施について報告した。さらに考察の章で
も経口摂取と食事介助は同じ段落で使われており、職員が
行う食事介助の頻度を施設ごとに考察した。その一方、誤嚥
予防や栄養状態という語を用いてはいなかったが、安全な
食事介助の方法は考察し、食事量や栄養状態は考察してい
なかった。
　松田23）は、摂食嚥下障害患者に対する看護師の判断
とケア内容を分析した。結果と考察の章において患者
の状況の説明に1回ずつ使用していたが、食事介助に関
する誤嚥予防や栄養状態の改善等についての考察はな
かった。
　直井21）は摂食嚥下障害の患者へのケアの実施状況を
調査した。結果の章では、安全な摂食介助と回答した件
数および摂食介助の件数の報告に続いて、経口摂取に向
けての援助に関する調査結果を報告した。ただし、この
2つの報告の繋がりは記載されていなかったが、この本
文の位置関係からデンドログラムの“経口摂取”と“食事
介助”が近い位置になったと考える。また、経口摂取に
関する誤嚥、栄養状態の改善等についての記述はなかっ
た。
　清水26）は摂食嚥下機能低下を認める高齢者に対する
経口摂取のための看護職の役割行動指標を作製すること
を目的とし、看護職者を対象にしたインタビュー記録を

出する語と品詞を指定した。
　抽出・分析する語は、最初にケアに関する語とそれに
付随するであろう語について、論文を精読後に設定し
た。次に、分析ソフトが抽出した複合語を含む語を参照
し、その後更なる整理を繰り返した。
　分析にはKHCoder Ver 2.00f（以下、KHCoder）を使
用した14）。このテキストマイニングソフトは看護学等
様々な分野の研究で使われている。分析可能なデータ形
式はテキストデータのため、PDF形式で入手した論文を
テキストファイルに変換した。この変換はPDF上でテキ
ストをコピー＆ペーストする方法とOCRソフトで読み
取る方法を用いた。変換後の誤字等の有無は、論文その
ものと比較しながら、ワープロソフトの検索機能と研究
者自身の目視により確認した。
　KHCoderが出力する抽出語リストには品詞別の語お
よび強制抽出する語とその使用頻度が示される。強制抽
出する語は、KHCoderの抽出語リストと本文を参照しな
がら設定した。また強制抽出にはコーディングする語も
加えた。コーディングとは、例えば“摂食・嚥下障害”と
“摂食嚥下障害”があり、どちらも同じ意味で使われてい
ると判断した場合に1つの語にまとめることである。こ
のコーディングのための複合語の検出にはTermExtract
を使用した。
　抽出語リストには名詞以外の形容詞、品詞、動詞等も
抽出される。分析に必要だと判断した名詞は強制抽出語
に加え、必要ないと判断した名詞は分析から除外した。
名詞以外の形容詞や動詞等についても同様に、必要ない
と判断した時は除外した。
　強制抽出する語はコーディングに含め、コーディング
後に階層的クラスター分析を行った。階層的クラスター
分析は、語の類似度を距離で評価すると共に、語をグ
ループ化したデンドログラムを作成する14～15）。本研究
では研究の傾向を見出すため、摂食嚥下障害に関連して
使われる語をグループ化したいため、この分析方法を用
いた。この階層的クラスター分析の設定は、抽出語の最
小出現数を6回、最小文書数を2とし、最大出現数およ
び最大文書数は設定しなかった。集計単位は段落に設定
し、同じ段落に出現した語は出現パターンが似ており、
共起関係ありと判断できるようにした14）。この設定に
よって、例えば同じ段落内に誤嚥と食事介助が使われて
いれば、この2つは関連付けて論文中に使用されている
可能性があると推察でき、その共起関係を階層的クラス
ター分析が出力するデンドログラムにより確認できると
考えた。

4．結果
4．1 検索結果
　検索の結果（検索日：2018年7月28日）、ヒットした

養状態を示す語である、栄養状態、低栄養、栄養不良等
はまとめて“栄養状態”とした。
　下表のコーディングした語に“アイスマッサージ”、
“経口摂取”、“食事介助”、“反復唾液嚥下テスト”、“水
飲みテスト”、“吸引”、“胃瘻”を加えて分析をした。し

かし、ポジショニング等も摂食嚥下障害のケアに含まれ
るが、対象の論文には使用されていなかったため分析対
象の語に含めなかった。
　KHCoder が出力した使用頻度の結果より（表 3）、語
が使用された論文数においては、“摂食嚥下障害”や “摂

カテゴリー化した。その結果４つのカテゴリーが抽出さ
れ、3カテゴリーの名称に経口摂取が、残りの1つの名
称に食事介助が使われていた。さらにこれら4つのカテ
ゴリーは本文中に多用されたため、デンドログラムにお
いて“食事介助”と“経口摂取”の位置関係が近く、グルー
プ化されたと考える。この調査結果の記述には、食事介
助に関する高齢者自身の意思や多職種連携、誤嚥・窒息
のリスクへの配慮だけでなく、摂取量の増加、好きな物
を食べることにも触れられていた。そして考察の章の冒
頭に経口摂取による栄養状態や脱水の改善について説明
し、更に援助者の負担軽減や多職種連携、本人と家族の
経口摂取に対する思いを考察していた。しかし、食事介
助に関する誤嚥、栄養状態の改善等については日本老年
医学会「高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイド
ライン」28）における栄養状態と脱水に関する記述の引用
にとどまり、栄養状態や脱水の改善に関して食事介助を
考察していなかった。
　清水25）は摂食嚥下障害をもつ福祉施設の高齢者に対
して、経管栄養から経口摂取への移行に取り組む看護師
の役割行動を調査した。インタビュー調査の結果、抽出
した６つのカテゴリーの内３つの名称に経口摂取を使っ
た。そして調査結果において、６つのカテゴリーの説明
に食事介助という語を用いており、更には食事介助と経
口摂取が同じ段落内で使われていた。考察の章において
も同様に、食事介助と経口摂取は同じ段落内で使われて
おり、その内容は誤嚥の予防だけでなく栄養状態や脱水
の改善、食べたいと言う気持ちにも及んでいた。
　5 本の論文のうち、誤嚥予防だけでなく栄養状態の改善
に関して食事介助を考察したのは清水25）だけだったこと、
および経口摂取と食事介助が同じ段落に複数回使用された
ことが “ 経口摂取 ”と“ 食事介助 ”、および “ 栄養状態 ”
と“ 誤嚥 ”のデンドログラムにおけるグループ化及び位置関
係になったと考えられる。つまり、摂食嚥下障害に関する
看護の論文において、栄養状態の改善や誤嚥予防の観点
から食事介助に焦点を当てる傾向は弱いと言える。

5．2 研究の限界と今後の課題
　本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ” を中心に摂食嚥下障
害に関する看護の研究論文を分析した。分析対象は名詞
に限定し、動詞等は除外した。そのため、例えば食事の楽
しみなどは分析対象に含まれておらず、摂食嚥下障害のケ
アに関する包括的な分析には至っていないと考える。この
食事の楽しみなどに関する表現は様々なため、これら記述
に関する分析の信頼性と妥当性の確保は困難だと考え分析
から除外した。しかし、本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ”
を中心に論文の傾向を探ることを目的としたため、この 2つ
の語を中心とする名詞に限定した分析においては信頼性と
妥当性は確保できたと考える。

　摂食嚥下障害のケアにおいて、食事や食事の楽しみ
は重要だと考える。本研究で分析した論文において、
深田17～19）は嚥下障害のリスクの評価やアセスメント指
標を研究し誤嚥の予防に焦点を当てている印象を受ける
が、しかし論文中の表には栄養状態の項目や食べること
に対する希望などが掲載されていた。つまり、誤嚥の予
防に注目した研究であっても決して食べる楽しみや栄養
状態を視野に入れていないわけではないのである。今後
は摂食嚥下障害の研究の傾向を包括的に明らかにするた
めに、多様な表現に対する信頼性と妥当性を確保した分
析が必要である。
　また、本研究の対象データは論文の本文とし、図や表
は除外した。これはテキストマイニングはテキストデー
タを分析対象にするため、図や表は適さないと判断した
からである。しかし、論文において図や表は非常に重要
であるため、研究論文の特徴を把握する上で、どのよう
に図や表を分析するべきなのかは今後検討する必要があ
ると考える。

6．結論
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する12本の摂食嚥下障害の看護の研究では、誤嚥につい
ては共通して述べられていた。そして食事介助に関して
誤嚥の予防だけでなく栄養状態の改善についても考察し
た論文は1本だけだった。
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1．はじめに
　摂食嚥下障害を持つ患者は、誤嚥と栄養障害・脱水の
リスクを背負う1～2）。誤嚥は誤嚥性肺炎や窒息を引きお
こす危険性があり、栄養障害は全身の筋肉量低下がもた
らす悪循環により嚥下障害を悪化させるだけでなく1）、
高齢者のサルコペニアやリハビリテーションの効果に影
響を及ぼすことも明らかになっている3～5）。誤嚥性肺炎
は高齢者肺炎の7割を占めると言われ6）、経口摂取をし
ている入院患者・入所者のうち15.4～23.7％に嚥下困難

がある7）。脳卒中患者の場合は22～65％に摂食嚥下障害
があるとされ8～9）、これら多くの人々に嚥下障害の看護
ケアは必要である。
　摂食嚥下障害を持つ患者には胃ろうや経管栄養や食事
形態の選択、食事時の姿勢の調整、リハビリテーション
などの治療やケアが一般的に行われる1～2）。これらは誤嚥
の予防や必要な栄養の摂取が主な目的だが、看護ケアの
目的は１つだけとは限らない。例えば、口腔ケアの目的
には誤嚥予防以外に味覚の向上や唾液分泌の促進、口腔・
咽頭周囲筋への刺激、齲歯の予防などがある 2）,10～11）。また、
口腔ケア以外には食事介助や嚥下訓練、吸引、アイスマッ
サージなど摂食嚥下障害のケアは多岐にわたる。
　このように多種多様なケアがある中で、摂食嚥下障
害に関する看護の研究は多数発表されており、医中誌
web での検索では 989 件ヒットした（検索式 “ 摂食機

能障害 /TH and PT=原著論文 and SB=看護”、全年検索、
検索日 2018年 7月 28日）。これらの研究を概観すると、
誤嚥に関する研究は多いが食事介助や食事の楽しみを分
析した研究は少ないように思われる。しかし、キーワー
ドや題目、要旨だけでは研究論文の論点や傾向を断定す
ることはできない。
　一般的には研究の傾向を把握するためには精読し文献
検討を行うが、主観的な判断や解釈の混入を避けること
は難しい。質的データである文章（テキストデータ）を
客観的に分析する方法にテキストマイニングがある 12）。
このテキストマイニングによって客観性を補いながら、
論文に用いられた語の出現状況と、語と語の関係性を分
析することにより論文の傾向を明らかにしたいと考え
る。この分析は、複数の摂食嚥下障害の看護研究におい
て、論文中のケアを表す語に関して、より頻繁に用いら
れた語は何か（語の出現状況）、またそれはどのような
語と共に論文中で用いられたのか（語と語の関係性）を
分析する。つまり、例えばある語がより頻繁に出現して
いれば、摂食嚥下障害の看護ケアにおいて、その語が示
すケアはより焦点が当てられたと考える。更には他のあ
る語と共により多く用いられていれば、すなわち共起関
係のある語を考慮することにより、摂食嚥下障害の看護
研究の傾向を考察する。つまり、本研究で明らかにした
い傾向とは、摂食嚥下障害の複数の論文において、より
焦点を当てられたケアは何かということである。本研究
では、このテキストマイニングによる語に関する分析を、
回復期と維持期にある摂食嚥下障害のある患者を対象に
した看護の研究論文に関して行った。
　このような研究目的を設定する理由は、摂食嚥下障害
に関する論文では誤嚥に注目は集まるが、食事介助に関
する研究は少ないように思えるからである。経口摂取を
する摂食嚥下障害のある患者にとって誤嚥予防は必要不
可欠だが、食事介助も重要なケアである。そのため、摂
食嚥下障害について誤嚥のリスク管理だけでなく食事介
助などのケアを見直す必要があると考える。そこで本研
究では、摂食嚥下障害の研究論文に取り上げられた看護
ケアに関する傾向の分析から、焦点が当てられてきたケ
アは誤嚥予防だけなのか、あるいはそれ以外のケアも取
り上げられてきたのかを明らかにしたい。特に、本研究
では誤嚥と食事介助に注目して分析をしたいと考える。

2．研究目的
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにする。特にケアに関連する語である
“誤嚥”と“食事介助”に注目して分析する。

3．方法
3．1 文献検索
　摂食嚥下障害に関する看護の研究論文を検索するた
め、摂食嚥下障害のリスクや看護ケアに関係する検索語
を用いた。ただし、本研究は経口摂取をする患者への包
括的な看護ケアに関しテキストマイニングを用いて分析
するため、以下の論文は除外した。
・胃ろうや経管栄養、静脈栄養のみに関する論文
・急性期
・嚥下体操やポジショニング、特定の嚥下食などテーマ
を限定的に絞った論文
・日本語以外で書かれた論文
・学術誌以外の商業誌に掲載された論文

　医中誌データベースにおける検索条件は以下の通りで
ある。
収載誌発行年：全年
論文種類：原著論文、看護文献
検索語：嚥下 / TH、摂食機能障害 / TH、気道内誤嚥 / 
TH、肺炎・嚥下性 / TH、食事摂取量 / TH、エネルギー
摂取量 / TH、食事介助 / TH、食事 / TH、食事介助 / TH

3．2 分析方法
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにするために、論文の中では誤嚥の予防
以外のケアに関する語がどの程度、そしてどのような語
との関係で用いられているのかを分析する。本研究は、
テキストデータの探索的研究に有効とされるテキストマ
イニングの特徴13）を活用したものである。
　本研究では口腔ケアや吸引、食事介助などのキーワー
ドを用いて分析した。摂食嚥下障害のケアには、誤嚥
の予防以外に“食事することの楽しみ”や“意欲”など心理
的な側面がある。この“食事の楽しみ”の表現は多様であ
り、短く単語で表現することもあれば文章として表現す
ることもある。しかし、テキストマイニングでは様々な
表現が“食事の楽しみ”を意味するかどうかを正確に判断
しながら分析することは困難である。そのため、それら
を論文から抽出・分析することに関する信頼性と妥当
性は確保できないと判断し、“食事することの楽しみ”や
“意欲”など心理的な側面は摂食嚥下障害のケアにおいて
非常に重要だが、本研究では分析から除外した。
　分析対象は、要旨・抄録、図、表、章節のタイトル、参考文
献リストを除く論文の本文とした。テキストマイニングは、論文
中の語の使用頻度が正確に分かること、および使用される語
と語の関係性（例　同じ段落に使用されている）を分析でき
る。しかし、論文全体から抽出される言葉が多すぎると、分
析結果の解釈および考察が困難になるため、分析の前に抽

論文から本研究の目的に沿わないものは除外した。文献
検討をした論文では成人・老年期の患者へのケアに関す
る文献検討は見当らず、食形態や片麻痺患者の食事介助
に関する教育内容、小児に関するものだったため除外し
た。また、術後食に関する論文と認知症の高齢者に関し
てBMIと食事摂取量、水分摂取量から分析した論文、職
場環境や研修ニーズに関する論文がヒットしたが、実際
の看護ケアやアセスメントは分析されていないと判断し
対象から除外した。残った論文から商業誌に掲載された
論文を除外し、学術誌に掲載された論文を選択した結果
12本の論文が残った（表1）。
　12本の論文は、嚥下障害のリスクや看護の質に関する
尺度開発4本16～19）、ケアの実施状況7本20～26）、摂食嚥下
障害のリスクの分析1本27）だった。

4．2 テキストマイニングの分析の設定及び結果
　12本の論文から抽出する語は、“嚥下障害”や“摂食障
害”、“誤嚥”、“栄養”、“食事量”、“食事介助”など摂食
嚥下障害をもつ患者へのケアに関する言葉とした。そし
て、見落しの可能性を考慮し、“食事介助”や“低栄養”、
“嚥下障害”などの複数の語に分解できる場合や、例えば
“摂食嚥下障害”を“摂食・嚥下障害”と記載されることが
あると想定し、予め食事や栄養、嚥下などそれ以上短く
分解できない語を論文中に確認してから抽出する語を設
定した。
　KHCoderにより12本の論文から抽出した総抽出語数
は62590語であり、同一の語は重複せずにカウントした
場合の異なり語数は3934語、名詞の異なり語数は846語
だった。分析したい語を絞るために、名詞の一覧から本
研究の目的とは関係のない語だと判断した場合は分析対
象から除外し、関連があるものは強制抽出語に含めて再
度抽出し直した後に結果を確認した。この強制抽出語に
含めた摂食嚥下障害に関する言葉は、12本の論文および
摂食嚥下に関する看護の専門書1～2）を参考に設定した。
そして、文中で使われている“摂食嚥下障害”と“摂食・
嚥下障害”、“嚥下障害”は同じ意味を示すと考え“摂食嚥
下障害”にコーディングし統一した。他方で“患者”や“看
護”、“医療”、“有意”、“分析”、“p 値”など、本研究の
目的との関連が小さいと判断したものは分析から除外し
た。
　また、対象の論文には“栄養不良”や“低栄養”、そして
食事とその量に関する語として“摂取量”や“食事の量”
“食事摂取”などが使われていたため、適切に分析できる
ようにコーディングした。そして、強制抽出語の設定後
は、名詞以外の形容詞、品詞、動詞等には関連する語は
ないことを確認できたため、この後に続く分析ではコー
ディングした語のみを分析した。
　コーディングは以下の通りである（表2）。例えば、栄

食機能障害患者 ”、“嚥下機能 ”、“嚥下評価 ”、“誤嚥 ”
は 12本の論文で共通して使用され、“口腔ケア ”と “経
口摂取 ”、“ 栄養状態 ” も 6～ 9 本に使用されていた。
逆に、“ 食事形態 ” と “ 摂食状況 ”、“ 嚥下訓練 ” を使
用した論文は少ないことが示された。次に段落数で見た
場合、“摂食嚥下障害”は 159段落、“摂食機能障害患者”
は 36段落、“嚥下機能 ”は 72段落、“嚥下評価 ”は 65
段落、“ 誤嚥 ” は 61 段落であり全 487 段落中に比較的
多く使用されていた。

4．3 階層的クラスター分析の結果
　階層的クラスター分析では各語の類似度を距離とし
て表し、類似度は語が抽出された論文や抽出頻度に基
づく15）。階層的クラスター分析の図（デンドログラム）
から、“ 摂食嚥下障害 ” 等 “ と栄養状態 ” は同じ大きな
グループに属し、“ 食事介助 ” と “ 経口摂取 ” は同じグ
ループだが “ 誤嚥 ” や “ 摂食嚥下障害 ”、“ 栄養状態 ”
とは異なるグループに属することが示された（図 1）。

5．考察
5．1 “誤嚥”と“食事介助”に関する考察
　本研究は、摂食嚥下障害に関する看護の研究論文の文
献検索とそれに続く文献選択の結果残った12本に関しテ
キストマイニングにより論文中の語を分析した。そのた
め、摂食嚥下障害の研究の傾向を使用された語に基づい
て明らかにできたと考える。
　使用された語の中で、“誤嚥 ”や “摂食嚥下障害 ”等は
高頻度で使用されており、12本の論文を確認した結果、こ
れらの語は全ての論文に使用されていた。
　次に階層的クラスター分析の結果を考察する。階層的クラ
スター分析では段落ごとに近い関係にある語は同じグルー
プにまとめられる。その結果、“ 食事介助 ”は “ 経口摂取 ”
と同じグループに属し、“ 栄養状態 ”と異なるグループに属
していた。一方、“食事介助 ”が属するグループには“誤嚥 ”
はないが、“栄養状態 ”は “誤嚥 ”が形成する大きなグルー
プに属していた。この結果から、12本の論文において、“食
事介助 ” は栄養状態の改善や誤嚥予防の目的で述べられ
ることは少ないと推察された。この点を論文で確認する。
　“食事介助”が使われた論文は5本だった20～21）,23）,25～26）。
中山20）は摂食嚥下障害をもつ介護老人施設の入所者に対
するケアの実施状況を調査した。その結果の章では、食事
介助のケアの内容に関する調査結果および施設の種類ごと
に経口摂取している人の食事介助を受けた人の割合、介助
者の人数、カンファレンスにおける食事介助や栄養状態に関
する意見交換の実施について報告した。さらに考察の章で
も経口摂取と食事介助は同じ段落で使われており、職員が
行う食事介助の頻度を施設ごとに考察した。その一方、誤嚥
予防や栄養状態という語を用いてはいなかったが、安全な
食事介助の方法は考察し、食事量や栄養状態は考察してい
なかった。
　松田23）は、摂食嚥下障害患者に対する看護師の判断
とケア内容を分析した。結果と考察の章において患者
の状況の説明に1回ずつ使用していたが、食事介助に関
する誤嚥予防や栄養状態の改善等についての考察はな
かった。
　直井21）は摂食嚥下障害の患者へのケアの実施状況を
調査した。結果の章では、安全な摂食介助と回答した件
数および摂食介助の件数の報告に続いて、経口摂取に向
けての援助に関する調査結果を報告した。ただし、この
2つの報告の繋がりは記載されていなかったが、この本
文の位置関係からデンドログラムの“経口摂取”と“食事
介助”が近い位置になったと考える。また、経口摂取に
関する誤嚥、栄養状態の改善等についての記述はなかっ
た。
　清水26）は摂食嚥下機能低下を認める高齢者に対する
経口摂取のための看護職の役割行動指標を作製すること
を目的とし、看護職者を対象にしたインタビュー記録を

出する語と品詞を指定した。
　抽出・分析する語は、最初にケアに関する語とそれに
付随するであろう語について、論文を精読後に設定し
た。次に、分析ソフトが抽出した複合語を含む語を参照
し、その後更なる整理を繰り返した。
　分析にはKHCoder Ver 2.00f（以下、KHCoder）を使
用した14）。このテキストマイニングソフトは看護学等
様々な分野の研究で使われている。分析可能なデータ形
式はテキストデータのため、PDF形式で入手した論文を
テキストファイルに変換した。この変換はPDF上でテキ
ストをコピー＆ペーストする方法とOCRソフトで読み
取る方法を用いた。変換後の誤字等の有無は、論文その
ものと比較しながら、ワープロソフトの検索機能と研究
者自身の目視により確認した。
　KHCoderが出力する抽出語リストには品詞別の語お
よび強制抽出する語とその使用頻度が示される。強制抽
出する語は、KHCoderの抽出語リストと本文を参照しな
がら設定した。また強制抽出にはコーディングする語も
加えた。コーディングとは、例えば“摂食・嚥下障害”と
“摂食嚥下障害”があり、どちらも同じ意味で使われてい
ると判断した場合に1つの語にまとめることである。こ
のコーディングのための複合語の検出にはTermExtract
を使用した。
　抽出語リストには名詞以外の形容詞、品詞、動詞等も
抽出される。分析に必要だと判断した名詞は強制抽出語
に加え、必要ないと判断した名詞は分析から除外した。
名詞以外の形容詞や動詞等についても同様に、必要ない
と判断した時は除外した。
　強制抽出する語はコーディングに含め、コーディング
後に階層的クラスター分析を行った。階層的クラスター
分析は、語の類似度を距離で評価すると共に、語をグ
ループ化したデンドログラムを作成する14～15）。本研究
では研究の傾向を見出すため、摂食嚥下障害に関連して
使われる語をグループ化したいため、この分析方法を用
いた。この階層的クラスター分析の設定は、抽出語の最
小出現数を6回、最小文書数を2とし、最大出現数およ
び最大文書数は設定しなかった。集計単位は段落に設定
し、同じ段落に出現した語は出現パターンが似ており、
共起関係ありと判断できるようにした14）。この設定に
よって、例えば同じ段落内に誤嚥と食事介助が使われて
いれば、この2つは関連付けて論文中に使用されている
可能性があると推察でき、その共起関係を階層的クラス
ター分析が出力するデンドログラムにより確認できると
考えた。

4．結果
4．1 検索結果
　検索の結果（検索日：2018年7月28日）、ヒットした

養状態を示す語である、栄養状態、低栄養、栄養不良等
はまとめて“栄養状態”とした。
　下表のコーディングした語に“アイスマッサージ”、
“経口摂取”、“食事介助”、“反復唾液嚥下テスト”、“水
飲みテスト”、“吸引”、“胃瘻”を加えて分析をした。し

かし、ポジショニング等も摂食嚥下障害のケアに含まれ
るが、対象の論文には使用されていなかったため分析対
象の語に含めなかった。
　KHCoder が出力した使用頻度の結果より（表 3）、語
が使用された論文数においては、“摂食嚥下障害”や “摂

カテゴリー化した。その結果４つのカテゴリーが抽出さ
れ、3カテゴリーの名称に経口摂取が、残りの1つの名
称に食事介助が使われていた。さらにこれら4つのカテ
ゴリーは本文中に多用されたため、デンドログラムにお
いて“食事介助”と“経口摂取”の位置関係が近く、グルー
プ化されたと考える。この調査結果の記述には、食事介
助に関する高齢者自身の意思や多職種連携、誤嚥・窒息
のリスクへの配慮だけでなく、摂取量の増加、好きな物
を食べることにも触れられていた。そして考察の章の冒
頭に経口摂取による栄養状態や脱水の改善について説明
し、更に援助者の負担軽減や多職種連携、本人と家族の
経口摂取に対する思いを考察していた。しかし、食事介
助に関する誤嚥、栄養状態の改善等については日本老年
医学会「高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイド
ライン」28）における栄養状態と脱水に関する記述の引用
にとどまり、栄養状態や脱水の改善に関して食事介助を
考察していなかった。
　清水25）は摂食嚥下障害をもつ福祉施設の高齢者に対
して、経管栄養から経口摂取への移行に取り組む看護師
の役割行動を調査した。インタビュー調査の結果、抽出
した６つのカテゴリーの内３つの名称に経口摂取を使っ
た。そして調査結果において、６つのカテゴリーの説明
に食事介助という語を用いており、更には食事介助と経
口摂取が同じ段落内で使われていた。考察の章において
も同様に、食事介助と経口摂取は同じ段落内で使われて
おり、その内容は誤嚥の予防だけでなく栄養状態や脱水
の改善、食べたいと言う気持ちにも及んでいた。
　5 本の論文のうち、誤嚥予防だけでなく栄養状態の改善
に関して食事介助を考察したのは清水25）だけだったこと、
および経口摂取と食事介助が同じ段落に複数回使用された
ことが “ 経口摂取 ”と“ 食事介助 ”、および “ 栄養状態 ”
と“ 誤嚥 ”のデンドログラムにおけるグループ化及び位置関
係になったと考えられる。つまり、摂食嚥下障害に関する
看護の論文において、栄養状態の改善や誤嚥予防の観点
から食事介助に焦点を当てる傾向は弱いと言える。

5．2 研究の限界と今後の課題
　本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ” を中心に摂食嚥下障
害に関する看護の研究論文を分析した。分析対象は名詞
に限定し、動詞等は除外した。そのため、例えば食事の楽
しみなどは分析対象に含まれておらず、摂食嚥下障害のケ
アに関する包括的な分析には至っていないと考える。この
食事の楽しみなどに関する表現は様々なため、これら記述
に関する分析の信頼性と妥当性の確保は困難だと考え分析
から除外した。しかし、本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ”
を中心に論文の傾向を探ることを目的としたため、この 2つ
の語を中心とする名詞に限定した分析においては信頼性と
妥当性は確保できたと考える。

　摂食嚥下障害のケアにおいて、食事や食事の楽しみ
は重要だと考える。本研究で分析した論文において、
深田17～19）は嚥下障害のリスクの評価やアセスメント指
標を研究し誤嚥の予防に焦点を当てている印象を受ける
が、しかし論文中の表には栄養状態の項目や食べること
に対する希望などが掲載されていた。つまり、誤嚥の予
防に注目した研究であっても決して食べる楽しみや栄養
状態を視野に入れていないわけではないのである。今後
は摂食嚥下障害の研究の傾向を包括的に明らかにするた
めに、多様な表現に対する信頼性と妥当性を確保した分
析が必要である。
　また、本研究の対象データは論文の本文とし、図や表
は除外した。これはテキストマイニングはテキストデー
タを分析対象にするため、図や表は適さないと判断した
からである。しかし、論文において図や表は非常に重要
であるため、研究論文の特徴を把握する上で、どのよう
に図や表を分析するべきなのかは今後検討する必要があ
ると考える。

6．結論
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する12本の摂食嚥下障害の看護の研究では、誤嚥につい
ては共通して述べられていた。そして食事介助に関して
誤嚥の予防だけでなく栄養状態の改善についても考察し
た論文は1本だけだった。
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摂食嚥下障害の看護ケアに関する研究論文の傾向



1．はじめに
　摂食嚥下障害を持つ患者は、誤嚥と栄養障害・脱水の
リスクを背負う1～2）。誤嚥は誤嚥性肺炎や窒息を引きお
こす危険性があり、栄養障害は全身の筋肉量低下がもた
らす悪循環により嚥下障害を悪化させるだけでなく1）、
高齢者のサルコペニアやリハビリテーションの効果に影
響を及ぼすことも明らかになっている3～5）。誤嚥性肺炎
は高齢者肺炎の7割を占めると言われ6）、経口摂取をし
ている入院患者・入所者のうち15.4～23.7％に嚥下困難

がある7）。脳卒中患者の場合は22～65％に摂食嚥下障害
があるとされ8～9）、これら多くの人々に嚥下障害の看護
ケアは必要である。
　摂食嚥下障害を持つ患者には胃ろうや経管栄養や食事
形態の選択、食事時の姿勢の調整、リハビリテーション
などの治療やケアが一般的に行われる1～2）。これらは誤嚥
の予防や必要な栄養の摂取が主な目的だが、看護ケアの
目的は１つだけとは限らない。例えば、口腔ケアの目的
には誤嚥予防以外に味覚の向上や唾液分泌の促進、口腔・
咽頭周囲筋への刺激、齲歯の予防などがある 2）,10～11）。また、
口腔ケア以外には食事介助や嚥下訓練、吸引、アイスマッ
サージなど摂食嚥下障害のケアは多岐にわたる。
　このように多種多様なケアがある中で、摂食嚥下障
害に関する看護の研究は多数発表されており、医中誌
web での検索では 989 件ヒットした（検索式 “ 摂食機

能障害 /TH and PT=原著論文 and SB=看護”、全年検索、
検索日 2018年 7月 28日）。これらの研究を概観すると、
誤嚥に関する研究は多いが食事介助や食事の楽しみを分
析した研究は少ないように思われる。しかし、キーワー
ドや題目、要旨だけでは研究論文の論点や傾向を断定す
ることはできない。
　一般的には研究の傾向を把握するためには精読し文献
検討を行うが、主観的な判断や解釈の混入を避けること
は難しい。質的データである文章（テキストデータ）を
客観的に分析する方法にテキストマイニングがある 12）。
このテキストマイニングによって客観性を補いながら、
論文に用いられた語の出現状況と、語と語の関係性を分
析することにより論文の傾向を明らかにしたいと考え
る。この分析は、複数の摂食嚥下障害の看護研究におい
て、論文中のケアを表す語に関して、より頻繁に用いら
れた語は何か（語の出現状況）、またそれはどのような
語と共に論文中で用いられたのか（語と語の関係性）を
分析する。つまり、例えばある語がより頻繁に出現して
いれば、摂食嚥下障害の看護ケアにおいて、その語が示
すケアはより焦点が当てられたと考える。更には他のあ
る語と共により多く用いられていれば、すなわち共起関
係のある語を考慮することにより、摂食嚥下障害の看護
研究の傾向を考察する。つまり、本研究で明らかにした
い傾向とは、摂食嚥下障害の複数の論文において、より
焦点を当てられたケアは何かということである。本研究
では、このテキストマイニングによる語に関する分析を、
回復期と維持期にある摂食嚥下障害のある患者を対象に
した看護の研究論文に関して行った。
　このような研究目的を設定する理由は、摂食嚥下障害
に関する論文では誤嚥に注目は集まるが、食事介助に関
する研究は少ないように思えるからである。経口摂取を
する摂食嚥下障害のある患者にとって誤嚥予防は必要不
可欠だが、食事介助も重要なケアである。そのため、摂
食嚥下障害について誤嚥のリスク管理だけでなく食事介
助などのケアを見直す必要があると考える。そこで本研
究では、摂食嚥下障害の研究論文に取り上げられた看護
ケアに関する傾向の分析から、焦点が当てられてきたケ
アは誤嚥予防だけなのか、あるいはそれ以外のケアも取
り上げられてきたのかを明らかにしたい。特に、本研究
では誤嚥と食事介助に注目して分析をしたいと考える。

2．研究目的
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにする。特にケアに関連する語である
“誤嚥”と“食事介助”に注目して分析する。

3．方法
3．1 文献検索
　摂食嚥下障害に関する看護の研究論文を検索するた
め、摂食嚥下障害のリスクや看護ケアに関係する検索語
を用いた。ただし、本研究は経口摂取をする患者への包
括的な看護ケアに関しテキストマイニングを用いて分析
するため、以下の論文は除外した。
・胃ろうや経管栄養、静脈栄養のみに関する論文
・急性期
・嚥下体操やポジショニング、特定の嚥下食などテーマ
を限定的に絞った論文
・日本語以外で書かれた論文
・学術誌以外の商業誌に掲載された論文

　医中誌データベースにおける検索条件は以下の通りで
ある。
収載誌発行年：全年
論文種類：原著論文、看護文献
検索語：嚥下 / TH、摂食機能障害 / TH、気道内誤嚥 / 
TH、肺炎・嚥下性 / TH、食事摂取量 / TH、エネルギー
摂取量 / TH、食事介助 / TH、食事 / TH、食事介助 / TH

3．2 分析方法
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにするために、論文の中では誤嚥の予防
以外のケアに関する語がどの程度、そしてどのような語
との関係で用いられているのかを分析する。本研究は、
テキストデータの探索的研究に有効とされるテキストマ
イニングの特徴13）を活用したものである。
　本研究では口腔ケアや吸引、食事介助などのキーワー
ドを用いて分析した。摂食嚥下障害のケアには、誤嚥
の予防以外に“食事することの楽しみ”や“意欲”など心理
的な側面がある。この“食事の楽しみ”の表現は多様であ
り、短く単語で表現することもあれば文章として表現す
ることもある。しかし、テキストマイニングでは様々な
表現が“食事の楽しみ”を意味するかどうかを正確に判断
しながら分析することは困難である。そのため、それら
を論文から抽出・分析することに関する信頼性と妥当
性は確保できないと判断し、“食事することの楽しみ”や
“意欲”など心理的な側面は摂食嚥下障害のケアにおいて
非常に重要だが、本研究では分析から除外した。
　分析対象は、要旨・抄録、図、表、章節のタイトル、参考文
献リストを除く論文の本文とした。テキストマイニングは、論文
中の語の使用頻度が正確に分かること、および使用される語
と語の関係性（例　同じ段落に使用されている）を分析でき
る。しかし、論文全体から抽出される言葉が多すぎると、分
析結果の解釈および考察が困難になるため、分析の前に抽

論文から本研究の目的に沿わないものは除外した。文献
検討をした論文では成人・老年期の患者へのケアに関す
る文献検討は見当らず、食形態や片麻痺患者の食事介助
に関する教育内容、小児に関するものだったため除外し
た。また、術後食に関する論文と認知症の高齢者に関し
てBMIと食事摂取量、水分摂取量から分析した論文、職
場環境や研修ニーズに関する論文がヒットしたが、実際
の看護ケアやアセスメントは分析されていないと判断し
対象から除外した。残った論文から商業誌に掲載された
論文を除外し、学術誌に掲載された論文を選択した結果
12本の論文が残った（表1）。
　12本の論文は、嚥下障害のリスクや看護の質に関する
尺度開発4本16～19）、ケアの実施状況7本20～26）、摂食嚥下
障害のリスクの分析1本27）だった。

4．2 テキストマイニングの分析の設定及び結果
　12本の論文から抽出する語は、“嚥下障害”や“摂食障
害”、“誤嚥”、“栄養”、“食事量”、“食事介助”など摂食
嚥下障害をもつ患者へのケアに関する言葉とした。そし
て、見落しの可能性を考慮し、“食事介助”や“低栄養”、
“嚥下障害”などの複数の語に分解できる場合や、例えば
“摂食嚥下障害”を“摂食・嚥下障害”と記載されることが
あると想定し、予め食事や栄養、嚥下などそれ以上短く
分解できない語を論文中に確認してから抽出する語を設
定した。
　KHCoderにより12本の論文から抽出した総抽出語数
は62590語であり、同一の語は重複せずにカウントした
場合の異なり語数は3934語、名詞の異なり語数は846語
だった。分析したい語を絞るために、名詞の一覧から本
研究の目的とは関係のない語だと判断した場合は分析対
象から除外し、関連があるものは強制抽出語に含めて再
度抽出し直した後に結果を確認した。この強制抽出語に
含めた摂食嚥下障害に関する言葉は、12本の論文および
摂食嚥下に関する看護の専門書1～2）を参考に設定した。
そして、文中で使われている“摂食嚥下障害”と“摂食・
嚥下障害”、“嚥下障害”は同じ意味を示すと考え“摂食嚥
下障害”にコーディングし統一した。他方で“患者”や“看
護”、“医療”、“有意”、“分析”、“p 値”など、本研究の
目的との関連が小さいと判断したものは分析から除外し
た。
　また、対象の論文には“栄養不良”や“低栄養”、そして
食事とその量に関する語として“摂取量”や“食事の量”
“食事摂取”などが使われていたため、適切に分析できる
ようにコーディングした。そして、強制抽出語の設定後
は、名詞以外の形容詞、品詞、動詞等には関連する語は
ないことを確認できたため、この後に続く分析ではコー
ディングした語のみを分析した。
　コーディングは以下の通りである（表2）。例えば、栄

食機能障害患者 ”、“嚥下機能 ”、“嚥下評価 ”、“誤嚥 ”
は 12本の論文で共通して使用され、“口腔ケア ”と “経
口摂取 ”、“ 栄養状態 ” も 6～ 9 本に使用されていた。
逆に、“ 食事形態 ” と “ 摂食状況 ”、“ 嚥下訓練 ” を使
用した論文は少ないことが示された。次に段落数で見た
場合、“摂食嚥下障害”は 159段落、“摂食機能障害患者”
は 36段落、“嚥下機能 ”は 72段落、“嚥下評価 ”は 65
段落、“ 誤嚥 ” は 61 段落であり全 487 段落中に比較的
多く使用されていた。

4．3 階層的クラスター分析の結果
　階層的クラスター分析では各語の類似度を距離とし
て表し、類似度は語が抽出された論文や抽出頻度に基
づく15）。階層的クラスター分析の図（デンドログラム）
から、“ 摂食嚥下障害 ” 等 “ と栄養状態 ” は同じ大きな
グループに属し、“ 食事介助 ” と “ 経口摂取 ” は同じグ
ループだが “ 誤嚥 ” や “ 摂食嚥下障害 ”、“ 栄養状態 ”
とは異なるグループに属することが示された（図 1）。

5．考察
5．1 “誤嚥”と“食事介助”に関する考察
　本研究は、摂食嚥下障害に関する看護の研究論文の文
献検索とそれに続く文献選択の結果残った12本に関しテ
キストマイニングにより論文中の語を分析した。そのた
め、摂食嚥下障害の研究の傾向を使用された語に基づい
て明らかにできたと考える。
　使用された語の中で、“誤嚥 ”や “摂食嚥下障害 ”等は
高頻度で使用されており、12本の論文を確認した結果、こ
れらの語は全ての論文に使用されていた。
　次に階層的クラスター分析の結果を考察する。階層的クラ
スター分析では段落ごとに近い関係にある語は同じグルー
プにまとめられる。その結果、“ 食事介助 ”は “ 経口摂取 ”
と同じグループに属し、“ 栄養状態 ”と異なるグループに属
していた。一方、“食事介助 ”が属するグループには“誤嚥 ”
はないが、“栄養状態 ”は “誤嚥 ”が形成する大きなグルー
プに属していた。この結果から、12本の論文において、“食
事介助 ” は栄養状態の改善や誤嚥予防の目的で述べられ
ることは少ないと推察された。この点を論文で確認する。
　“食事介助”が使われた論文は5本だった20～21）,23）,25～26）。
中山20）は摂食嚥下障害をもつ介護老人施設の入所者に対
するケアの実施状況を調査した。その結果の章では、食事
介助のケアの内容に関する調査結果および施設の種類ごと
に経口摂取している人の食事介助を受けた人の割合、介助
者の人数、カンファレンスにおける食事介助や栄養状態に関
する意見交換の実施について報告した。さらに考察の章で
も経口摂取と食事介助は同じ段落で使われており、職員が
行う食事介助の頻度を施設ごとに考察した。その一方、誤嚥
予防や栄養状態という語を用いてはいなかったが、安全な
食事介助の方法は考察し、食事量や栄養状態は考察してい
なかった。
　松田23）は、摂食嚥下障害患者に対する看護師の判断
とケア内容を分析した。結果と考察の章において患者
の状況の説明に1回ずつ使用していたが、食事介助に関
する誤嚥予防や栄養状態の改善等についての考察はな
かった。
　直井21）は摂食嚥下障害の患者へのケアの実施状況を
調査した。結果の章では、安全な摂食介助と回答した件
数および摂食介助の件数の報告に続いて、経口摂取に向
けての援助に関する調査結果を報告した。ただし、この
2つの報告の繋がりは記載されていなかったが、この本
文の位置関係からデンドログラムの“経口摂取”と“食事
介助”が近い位置になったと考える。また、経口摂取に
関する誤嚥、栄養状態の改善等についての記述はなかっ
た。
　清水26）は摂食嚥下機能低下を認める高齢者に対する
経口摂取のための看護職の役割行動指標を作製すること
を目的とし、看護職者を対象にしたインタビュー記録を

出する語と品詞を指定した。
　抽出・分析する語は、最初にケアに関する語とそれに
付随するであろう語について、論文を精読後に設定し
た。次に、分析ソフトが抽出した複合語を含む語を参照
し、その後更なる整理を繰り返した。
　分析にはKHCoder Ver 2.00f（以下、KHCoder）を使
用した14）。このテキストマイニングソフトは看護学等
様々な分野の研究で使われている。分析可能なデータ形
式はテキストデータのため、PDF形式で入手した論文を
テキストファイルに変換した。この変換はPDF上でテキ
ストをコピー＆ペーストする方法とOCRソフトで読み
取る方法を用いた。変換後の誤字等の有無は、論文その
ものと比較しながら、ワープロソフトの検索機能と研究
者自身の目視により確認した。
　KHCoderが出力する抽出語リストには品詞別の語お
よび強制抽出する語とその使用頻度が示される。強制抽
出する語は、KHCoderの抽出語リストと本文を参照しな
がら設定した。また強制抽出にはコーディングする語も
加えた。コーディングとは、例えば“摂食・嚥下障害”と
“摂食嚥下障害”があり、どちらも同じ意味で使われてい
ると判断した場合に1つの語にまとめることである。こ
のコーディングのための複合語の検出にはTermExtract
を使用した。
　抽出語リストには名詞以外の形容詞、品詞、動詞等も
抽出される。分析に必要だと判断した名詞は強制抽出語
に加え、必要ないと判断した名詞は分析から除外した。
名詞以外の形容詞や動詞等についても同様に、必要ない
と判断した時は除外した。
　強制抽出する語はコーディングに含め、コーディング
後に階層的クラスター分析を行った。階層的クラスター
分析は、語の類似度を距離で評価すると共に、語をグ
ループ化したデンドログラムを作成する14～15）。本研究
では研究の傾向を見出すため、摂食嚥下障害に関連して
使われる語をグループ化したいため、この分析方法を用
いた。この階層的クラスター分析の設定は、抽出語の最
小出現数を6回、最小文書数を2とし、最大出現数およ
び最大文書数は設定しなかった。集計単位は段落に設定
し、同じ段落に出現した語は出現パターンが似ており、
共起関係ありと判断できるようにした14）。この設定に
よって、例えば同じ段落内に誤嚥と食事介助が使われて
いれば、この2つは関連付けて論文中に使用されている
可能性があると推察でき、その共起関係を階層的クラス
ター分析が出力するデンドログラムにより確認できると
考えた。

4．結果
4．1 検索結果
　検索の結果（検索日：2018年7月28日）、ヒットした

養状態を示す語である、栄養状態、低栄養、栄養不良等
はまとめて“栄養状態”とした。
　下表のコーディングした語に“アイスマッサージ”、
“経口摂取”、“食事介助”、“反復唾液嚥下テスト”、“水
飲みテスト”、“吸引”、“胃瘻”を加えて分析をした。し

かし、ポジショニング等も摂食嚥下障害のケアに含まれ
るが、対象の論文には使用されていなかったため分析対
象の語に含めなかった。
　KHCoder が出力した使用頻度の結果より（表 3）、語
が使用された論文数においては、“摂食嚥下障害”や “摂

表1　文献の概要 カテゴリー化した。その結果４つのカテゴリーが抽出さ
れ、3カテゴリーの名称に経口摂取が、残りの1つの名
称に食事介助が使われていた。さらにこれら4つのカテ
ゴリーは本文中に多用されたため、デンドログラムにお
いて“食事介助”と“経口摂取”の位置関係が近く、グルー
プ化されたと考える。この調査結果の記述には、食事介
助に関する高齢者自身の意思や多職種連携、誤嚥・窒息
のリスクへの配慮だけでなく、摂取量の増加、好きな物
を食べることにも触れられていた。そして考察の章の冒
頭に経口摂取による栄養状態や脱水の改善について説明
し、更に援助者の負担軽減や多職種連携、本人と家族の
経口摂取に対する思いを考察していた。しかし、食事介
助に関する誤嚥、栄養状態の改善等については日本老年
医学会「高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイド
ライン」28）における栄養状態と脱水に関する記述の引用
にとどまり、栄養状態や脱水の改善に関して食事介助を
考察していなかった。
　清水25）は摂食嚥下障害をもつ福祉施設の高齢者に対
して、経管栄養から経口摂取への移行に取り組む看護師
の役割行動を調査した。インタビュー調査の結果、抽出
した６つのカテゴリーの内３つの名称に経口摂取を使っ
た。そして調査結果において、６つのカテゴリーの説明
に食事介助という語を用いており、更には食事介助と経
口摂取が同じ段落内で使われていた。考察の章において
も同様に、食事介助と経口摂取は同じ段落内で使われて
おり、その内容は誤嚥の予防だけでなく栄養状態や脱水
の改善、食べたいと言う気持ちにも及んでいた。
　5 本の論文のうち、誤嚥予防だけでなく栄養状態の改善
に関して食事介助を考察したのは清水25）だけだったこと、
および経口摂取と食事介助が同じ段落に複数回使用された
ことが “ 経口摂取 ”と“ 食事介助 ”、および “ 栄養状態 ”
と“ 誤嚥 ”のデンドログラムにおけるグループ化及び位置関
係になったと考えられる。つまり、摂食嚥下障害に関する
看護の論文において、栄養状態の改善や誤嚥予防の観点
から食事介助に焦点を当てる傾向は弱いと言える。

5．2 研究の限界と今後の課題
　本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ” を中心に摂食嚥下障
害に関する看護の研究論文を分析した。分析対象は名詞
に限定し、動詞等は除外した。そのため、例えば食事の楽
しみなどは分析対象に含まれておらず、摂食嚥下障害のケ
アに関する包括的な分析には至っていないと考える。この
食事の楽しみなどに関する表現は様々なため、これら記述
に関する分析の信頼性と妥当性の確保は困難だと考え分析
から除外した。しかし、本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ”
を中心に論文の傾向を探ることを目的としたため、この 2つ
の語を中心とする名詞に限定した分析においては信頼性と
妥当性は確保できたと考える。

　摂食嚥下障害のケアにおいて、食事や食事の楽しみ
は重要だと考える。本研究で分析した論文において、
深田17～19）は嚥下障害のリスクの評価やアセスメント指
標を研究し誤嚥の予防に焦点を当てている印象を受ける
が、しかし論文中の表には栄養状態の項目や食べること
に対する希望などが掲載されていた。つまり、誤嚥の予
防に注目した研究であっても決して食べる楽しみや栄養
状態を視野に入れていないわけではないのである。今後
は摂食嚥下障害の研究の傾向を包括的に明らかにするた
めに、多様な表現に対する信頼性と妥当性を確保した分
析が必要である。
　また、本研究の対象データは論文の本文とし、図や表
は除外した。これはテキストマイニングはテキストデー
タを分析対象にするため、図や表は適さないと判断した
からである。しかし、論文において図や表は非常に重要
であるため、研究論文の特徴を把握する上で、どのよう
に図や表を分析するべきなのかは今後検討する必要があ
ると考える。

6．結論
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する12本の摂食嚥下障害の看護の研究では、誤嚥につい
ては共通して述べられていた。そして食事介助に関して
誤嚥の予防だけでなく栄養状態の改善についても考察し
た論文は1本だけだった。
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1．はじめに
　摂食嚥下障害を持つ患者は、誤嚥と栄養障害・脱水の
リスクを背負う1～2）。誤嚥は誤嚥性肺炎や窒息を引きお
こす危険性があり、栄養障害は全身の筋肉量低下がもた
らす悪循環により嚥下障害を悪化させるだけでなく1）、
高齢者のサルコペニアやリハビリテーションの効果に影
響を及ぼすことも明らかになっている3～5）。誤嚥性肺炎
は高齢者肺炎の7割を占めると言われ6）、経口摂取をし
ている入院患者・入所者のうち15.4～23.7％に嚥下困難

がある7）。脳卒中患者の場合は22～65％に摂食嚥下障害
があるとされ8～9）、これら多くの人々に嚥下障害の看護
ケアは必要である。
　摂食嚥下障害を持つ患者には胃ろうや経管栄養や食事
形態の選択、食事時の姿勢の調整、リハビリテーション
などの治療やケアが一般的に行われる1～2）。これらは誤嚥
の予防や必要な栄養の摂取が主な目的だが、看護ケアの
目的は１つだけとは限らない。例えば、口腔ケアの目的
には誤嚥予防以外に味覚の向上や唾液分泌の促進、口腔・
咽頭周囲筋への刺激、齲歯の予防などがある 2）,10～11）。また、
口腔ケア以外には食事介助や嚥下訓練、吸引、アイスマッ
サージなど摂食嚥下障害のケアは多岐にわたる。
　このように多種多様なケアがある中で、摂食嚥下障
害に関する看護の研究は多数発表されており、医中誌
web での検索では 989 件ヒットした（検索式 “ 摂食機

能障害 /TH and PT=原著論文 and SB=看護”、全年検索、
検索日 2018年 7月 28日）。これらの研究を概観すると、
誤嚥に関する研究は多いが食事介助や食事の楽しみを分
析した研究は少ないように思われる。しかし、キーワー
ドや題目、要旨だけでは研究論文の論点や傾向を断定す
ることはできない。
　一般的には研究の傾向を把握するためには精読し文献
検討を行うが、主観的な判断や解釈の混入を避けること
は難しい。質的データである文章（テキストデータ）を
客観的に分析する方法にテキストマイニングがある 12）。
このテキストマイニングによって客観性を補いながら、
論文に用いられた語の出現状況と、語と語の関係性を分
析することにより論文の傾向を明らかにしたいと考え
る。この分析は、複数の摂食嚥下障害の看護研究におい
て、論文中のケアを表す語に関して、より頻繁に用いら
れた語は何か（語の出現状況）、またそれはどのような
語と共に論文中で用いられたのか（語と語の関係性）を
分析する。つまり、例えばある語がより頻繁に出現して
いれば、摂食嚥下障害の看護ケアにおいて、その語が示
すケアはより焦点が当てられたと考える。更には他のあ
る語と共により多く用いられていれば、すなわち共起関
係のある語を考慮することにより、摂食嚥下障害の看護
研究の傾向を考察する。つまり、本研究で明らかにした
い傾向とは、摂食嚥下障害の複数の論文において、より
焦点を当てられたケアは何かということである。本研究
では、このテキストマイニングによる語に関する分析を、
回復期と維持期にある摂食嚥下障害のある患者を対象に
した看護の研究論文に関して行った。
　このような研究目的を設定する理由は、摂食嚥下障害
に関する論文では誤嚥に注目は集まるが、食事介助に関
する研究は少ないように思えるからである。経口摂取を
する摂食嚥下障害のある患者にとって誤嚥予防は必要不
可欠だが、食事介助も重要なケアである。そのため、摂
食嚥下障害について誤嚥のリスク管理だけでなく食事介
助などのケアを見直す必要があると考える。そこで本研
究では、摂食嚥下障害の研究論文に取り上げられた看護
ケアに関する傾向の分析から、焦点が当てられてきたケ
アは誤嚥予防だけなのか、あるいはそれ以外のケアも取
り上げられてきたのかを明らかにしたい。特に、本研究
では誤嚥と食事介助に注目して分析をしたいと考える。

2．研究目的
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにする。特にケアに関連する語である
“誤嚥”と“食事介助”に注目して分析する。

3．方法
3．1 文献検索
　摂食嚥下障害に関する看護の研究論文を検索するた
め、摂食嚥下障害のリスクや看護ケアに関係する検索語
を用いた。ただし、本研究は経口摂取をする患者への包
括的な看護ケアに関しテキストマイニングを用いて分析
するため、以下の論文は除外した。
・胃ろうや経管栄養、静脈栄養のみに関する論文
・急性期
・嚥下体操やポジショニング、特定の嚥下食などテーマ
を限定的に絞った論文
・日本語以外で書かれた論文
・学術誌以外の商業誌に掲載された論文

　医中誌データベースにおける検索条件は以下の通りで
ある。
収載誌発行年：全年
論文種類：原著論文、看護文献
検索語：嚥下 / TH、摂食機能障害 / TH、気道内誤嚥 / 
TH、肺炎・嚥下性 / TH、食事摂取量 / TH、エネルギー
摂取量 / TH、食事介助 / TH、食事 / TH、食事介助 / TH

3．2 分析方法
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにするために、論文の中では誤嚥の予防
以外のケアに関する語がどの程度、そしてどのような語
との関係で用いられているのかを分析する。本研究は、
テキストデータの探索的研究に有効とされるテキストマ
イニングの特徴13）を活用したものである。
　本研究では口腔ケアや吸引、食事介助などのキーワー
ドを用いて分析した。摂食嚥下障害のケアには、誤嚥
の予防以外に“食事することの楽しみ”や“意欲”など心理
的な側面がある。この“食事の楽しみ”の表現は多様であ
り、短く単語で表現することもあれば文章として表現す
ることもある。しかし、テキストマイニングでは様々な
表現が“食事の楽しみ”を意味するかどうかを正確に判断
しながら分析することは困難である。そのため、それら
を論文から抽出・分析することに関する信頼性と妥当
性は確保できないと判断し、“食事することの楽しみ”や
“意欲”など心理的な側面は摂食嚥下障害のケアにおいて
非常に重要だが、本研究では分析から除外した。
　分析対象は、要旨・抄録、図、表、章節のタイトル、参考文
献リストを除く論文の本文とした。テキストマイニングは、論文
中の語の使用頻度が正確に分かること、および使用される語
と語の関係性（例　同じ段落に使用されている）を分析でき
る。しかし、論文全体から抽出される言葉が多すぎると、分
析結果の解釈および考察が困難になるため、分析の前に抽

論文から本研究の目的に沿わないものは除外した。文献
検討をした論文では成人・老年期の患者へのケアに関す
る文献検討は見当らず、食形態や片麻痺患者の食事介助
に関する教育内容、小児に関するものだったため除外し
た。また、術後食に関する論文と認知症の高齢者に関し
てBMIと食事摂取量、水分摂取量から分析した論文、職
場環境や研修ニーズに関する論文がヒットしたが、実際
の看護ケアやアセスメントは分析されていないと判断し
対象から除外した。残った論文から商業誌に掲載された
論文を除外し、学術誌に掲載された論文を選択した結果
12本の論文が残った（表1）。
　12本の論文は、嚥下障害のリスクや看護の質に関する
尺度開発4本16～19）、ケアの実施状況7本20～26）、摂食嚥下
障害のリスクの分析1本27）だった。

4．2 テキストマイニングの分析の設定及び結果
　12本の論文から抽出する語は、“嚥下障害”や“摂食障
害”、“誤嚥”、“栄養”、“食事量”、“食事介助”など摂食
嚥下障害をもつ患者へのケアに関する言葉とした。そし
て、見落しの可能性を考慮し、“食事介助”や“低栄養”、
“嚥下障害”などの複数の語に分解できる場合や、例えば
“摂食嚥下障害”を“摂食・嚥下障害”と記載されることが
あると想定し、予め食事や栄養、嚥下などそれ以上短く
分解できない語を論文中に確認してから抽出する語を設
定した。
　KHCoderにより12本の論文から抽出した総抽出語数
は62590語であり、同一の語は重複せずにカウントした
場合の異なり語数は3934語、名詞の異なり語数は846語
だった。分析したい語を絞るために、名詞の一覧から本
研究の目的とは関係のない語だと判断した場合は分析対
象から除外し、関連があるものは強制抽出語に含めて再
度抽出し直した後に結果を確認した。この強制抽出語に
含めた摂食嚥下障害に関する言葉は、12本の論文および
摂食嚥下に関する看護の専門書1～2）を参考に設定した。
そして、文中で使われている“摂食嚥下障害”と“摂食・
嚥下障害”、“嚥下障害”は同じ意味を示すと考え“摂食嚥
下障害”にコーディングし統一した。他方で“患者”や“看
護”、“医療”、“有意”、“分析”、“p 値”など、本研究の
目的との関連が小さいと判断したものは分析から除外し
た。
　また、対象の論文には“栄養不良”や“低栄養”、そして
食事とその量に関する語として“摂取量”や“食事の量”
“食事摂取”などが使われていたため、適切に分析できる
ようにコーディングした。そして、強制抽出語の設定後
は、名詞以外の形容詞、品詞、動詞等には関連する語は
ないことを確認できたため、この後に続く分析ではコー
ディングした語のみを分析した。
　コーディングは以下の通りである（表2）。例えば、栄

食機能障害患者 ”、“嚥下機能 ”、“嚥下評価 ”、“誤嚥 ”
は 12本の論文で共通して使用され、“口腔ケア ”と “経
口摂取 ”、“ 栄養状態 ” も 6～ 9 本に使用されていた。
逆に、“ 食事形態 ” と “ 摂食状況 ”、“ 嚥下訓練 ” を使
用した論文は少ないことが示された。次に段落数で見た
場合、“摂食嚥下障害”は 159段落、“摂食機能障害患者”
は 36段落、“嚥下機能 ”は 72段落、“嚥下評価 ”は 65
段落、“ 誤嚥 ” は 61 段落であり全 487 段落中に比較的
多く使用されていた。

4．3 階層的クラスター分析の結果
　階層的クラスター分析では各語の類似度を距離とし
て表し、類似度は語が抽出された論文や抽出頻度に基
づく15）。階層的クラスター分析の図（デンドログラム）
から、“ 摂食嚥下障害 ” 等 “ と栄養状態 ” は同じ大きな
グループに属し、“ 食事介助 ” と “ 経口摂取 ” は同じグ
ループだが “ 誤嚥 ” や “ 摂食嚥下障害 ”、“ 栄養状態 ”
とは異なるグループに属することが示された（図 1）。

5．考察
5．1 “誤嚥”と“食事介助”に関する考察
　本研究は、摂食嚥下障害に関する看護の研究論文の文
献検索とそれに続く文献選択の結果残った12本に関しテ
キストマイニングにより論文中の語を分析した。そのた
め、摂食嚥下障害の研究の傾向を使用された語に基づい
て明らかにできたと考える。
　使用された語の中で、“誤嚥 ”や “摂食嚥下障害 ”等は
高頻度で使用されており、12本の論文を確認した結果、こ
れらの語は全ての論文に使用されていた。
　次に階層的クラスター分析の結果を考察する。階層的クラ
スター分析では段落ごとに近い関係にある語は同じグルー
プにまとめられる。その結果、“ 食事介助 ”は “ 経口摂取 ”
と同じグループに属し、“ 栄養状態 ”と異なるグループに属
していた。一方、“食事介助 ”が属するグループには“誤嚥 ”
はないが、“栄養状態 ”は “誤嚥 ”が形成する大きなグルー
プに属していた。この結果から、12本の論文において、“食
事介助 ” は栄養状態の改善や誤嚥予防の目的で述べられ
ることは少ないと推察された。この点を論文で確認する。
　“食事介助”が使われた論文は5本だった20～21）,23）,25～26）。
中山20）は摂食嚥下障害をもつ介護老人施設の入所者に対
するケアの実施状況を調査した。その結果の章では、食事
介助のケアの内容に関する調査結果および施設の種類ごと
に経口摂取している人の食事介助を受けた人の割合、介助
者の人数、カンファレンスにおける食事介助や栄養状態に関
する意見交換の実施について報告した。さらに考察の章で
も経口摂取と食事介助は同じ段落で使われており、職員が
行う食事介助の頻度を施設ごとに考察した。その一方、誤嚥
予防や栄養状態という語を用いてはいなかったが、安全な
食事介助の方法は考察し、食事量や栄養状態は考察してい
なかった。
　松田23）は、摂食嚥下障害患者に対する看護師の判断
とケア内容を分析した。結果と考察の章において患者
の状況の説明に1回ずつ使用していたが、食事介助に関
する誤嚥予防や栄養状態の改善等についての考察はな
かった。
　直井21）は摂食嚥下障害の患者へのケアの実施状況を
調査した。結果の章では、安全な摂食介助と回答した件
数および摂食介助の件数の報告に続いて、経口摂取に向
けての援助に関する調査結果を報告した。ただし、この
2つの報告の繋がりは記載されていなかったが、この本
文の位置関係からデンドログラムの“経口摂取”と“食事
介助”が近い位置になったと考える。また、経口摂取に
関する誤嚥、栄養状態の改善等についての記述はなかっ
た。
　清水26）は摂食嚥下機能低下を認める高齢者に対する
経口摂取のための看護職の役割行動指標を作製すること
を目的とし、看護職者を対象にしたインタビュー記録を

出する語と品詞を指定した。
　抽出・分析する語は、最初にケアに関する語とそれに
付随するであろう語について、論文を精読後に設定し
た。次に、分析ソフトが抽出した複合語を含む語を参照
し、その後更なる整理を繰り返した。
　分析にはKHCoder Ver 2.00f（以下、KHCoder）を使
用した14）。このテキストマイニングソフトは看護学等
様々な分野の研究で使われている。分析可能なデータ形
式はテキストデータのため、PDF形式で入手した論文を
テキストファイルに変換した。この変換はPDF上でテキ
ストをコピー＆ペーストする方法とOCRソフトで読み
取る方法を用いた。変換後の誤字等の有無は、論文その
ものと比較しながら、ワープロソフトの検索機能と研究
者自身の目視により確認した。
　KHCoderが出力する抽出語リストには品詞別の語お
よび強制抽出する語とその使用頻度が示される。強制抽
出する語は、KHCoderの抽出語リストと本文を参照しな
がら設定した。また強制抽出にはコーディングする語も
加えた。コーディングとは、例えば“摂食・嚥下障害”と
“摂食嚥下障害”があり、どちらも同じ意味で使われてい
ると判断した場合に1つの語にまとめることである。こ
のコーディングのための複合語の検出にはTermExtract
を使用した。
　抽出語リストには名詞以外の形容詞、品詞、動詞等も
抽出される。分析に必要だと判断した名詞は強制抽出語
に加え、必要ないと判断した名詞は分析から除外した。
名詞以外の形容詞や動詞等についても同様に、必要ない
と判断した時は除外した。
　強制抽出する語はコーディングに含め、コーディング
後に階層的クラスター分析を行った。階層的クラスター
分析は、語の類似度を距離で評価すると共に、語をグ
ループ化したデンドログラムを作成する14～15）。本研究
では研究の傾向を見出すため、摂食嚥下障害に関連して
使われる語をグループ化したいため、この分析方法を用
いた。この階層的クラスター分析の設定は、抽出語の最
小出現数を6回、最小文書数を2とし、最大出現数およ
び最大文書数は設定しなかった。集計単位は段落に設定
し、同じ段落に出現した語は出現パターンが似ており、
共起関係ありと判断できるようにした14）。この設定に
よって、例えば同じ段落内に誤嚥と食事介助が使われて
いれば、この2つは関連付けて論文中に使用されている
可能性があると推察でき、その共起関係を階層的クラス
ター分析が出力するデンドログラムにより確認できると
考えた。

4．結果
4．1 検索結果
　検索の結果（検索日：2018年7月28日）、ヒットした

養状態を示す語である、栄養状態、低栄養、栄養不良等
はまとめて“栄養状態”とした。
　下表のコーディングした語に“アイスマッサージ”、
“経口摂取”、“食事介助”、“反復唾液嚥下テスト”、“水
飲みテスト”、“吸引”、“胃瘻”を加えて分析をした。し

かし、ポジショニング等も摂食嚥下障害のケアに含まれ
るが、対象の論文には使用されていなかったため分析対
象の語に含めなかった。
　KHCoder が出力した使用頻度の結果より（表 3）、語
が使用された論文数においては、“摂食嚥下障害”や “摂

表2　コーディング

表3　コードの単純集計

カテゴリー化した。その結果４つのカテゴリーが抽出さ
れ、3カテゴリーの名称に経口摂取が、残りの1つの名
称に食事介助が使われていた。さらにこれら4つのカテ
ゴリーは本文中に多用されたため、デンドログラムにお
いて“食事介助”と“経口摂取”の位置関係が近く、グルー
プ化されたと考える。この調査結果の記述には、食事介
助に関する高齢者自身の意思や多職種連携、誤嚥・窒息
のリスクへの配慮だけでなく、摂取量の増加、好きな物
を食べることにも触れられていた。そして考察の章の冒
頭に経口摂取による栄養状態や脱水の改善について説明
し、更に援助者の負担軽減や多職種連携、本人と家族の
経口摂取に対する思いを考察していた。しかし、食事介
助に関する誤嚥、栄養状態の改善等については日本老年
医学会「高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイド
ライン」28）における栄養状態と脱水に関する記述の引用
にとどまり、栄養状態や脱水の改善に関して食事介助を
考察していなかった。
　清水25）は摂食嚥下障害をもつ福祉施設の高齢者に対
して、経管栄養から経口摂取への移行に取り組む看護師
の役割行動を調査した。インタビュー調査の結果、抽出
した６つのカテゴリーの内３つの名称に経口摂取を使っ
た。そして調査結果において、６つのカテゴリーの説明
に食事介助という語を用いており、更には食事介助と経
口摂取が同じ段落内で使われていた。考察の章において
も同様に、食事介助と経口摂取は同じ段落内で使われて
おり、その内容は誤嚥の予防だけでなく栄養状態や脱水
の改善、食べたいと言う気持ちにも及んでいた。
　5 本の論文のうち、誤嚥予防だけでなく栄養状態の改善
に関して食事介助を考察したのは清水25）だけだったこと、
および経口摂取と食事介助が同じ段落に複数回使用された
ことが “ 経口摂取 ”と“ 食事介助 ”、および “ 栄養状態 ”
と“ 誤嚥 ”のデンドログラムにおけるグループ化及び位置関
係になったと考えられる。つまり、摂食嚥下障害に関する
看護の論文において、栄養状態の改善や誤嚥予防の観点
から食事介助に焦点を当てる傾向は弱いと言える。

5．2 研究の限界と今後の課題
　本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ” を中心に摂食嚥下障
害に関する看護の研究論文を分析した。分析対象は名詞
に限定し、動詞等は除外した。そのため、例えば食事の楽
しみなどは分析対象に含まれておらず、摂食嚥下障害のケ
アに関する包括的な分析には至っていないと考える。この
食事の楽しみなどに関する表現は様々なため、これら記述
に関する分析の信頼性と妥当性の確保は困難だと考え分析
から除外した。しかし、本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ”
を中心に論文の傾向を探ることを目的としたため、この 2つ
の語を中心とする名詞に限定した分析においては信頼性と
妥当性は確保できたと考える。

　摂食嚥下障害のケアにおいて、食事や食事の楽しみ
は重要だと考える。本研究で分析した論文において、
深田17～19）は嚥下障害のリスクの評価やアセスメント指
標を研究し誤嚥の予防に焦点を当てている印象を受ける
が、しかし論文中の表には栄養状態の項目や食べること
に対する希望などが掲載されていた。つまり、誤嚥の予
防に注目した研究であっても決して食べる楽しみや栄養
状態を視野に入れていないわけではないのである。今後
は摂食嚥下障害の研究の傾向を包括的に明らかにするた
めに、多様な表現に対する信頼性と妥当性を確保した分
析が必要である。
　また、本研究の対象データは論文の本文とし、図や表
は除外した。これはテキストマイニングはテキストデー
タを分析対象にするため、図や表は適さないと判断した
からである。しかし、論文において図や表は非常に重要
であるため、研究論文の特徴を把握する上で、どのよう
に図や表を分析するべきなのかは今後検討する必要があ
ると考える。

6．結論
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する12本の摂食嚥下障害の看護の研究では、誤嚥につい
ては共通して述べられていた。そして食事介助に関して
誤嚥の予防だけでなく栄養状態の改善についても考察し
た論文は1本だけだった。
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摂食嚥下障害の看護ケアに関する研究論文の傾向



1．はじめに
　摂食嚥下障害を持つ患者は、誤嚥と栄養障害・脱水の
リスクを背負う1～2）。誤嚥は誤嚥性肺炎や窒息を引きお
こす危険性があり、栄養障害は全身の筋肉量低下がもた
らす悪循環により嚥下障害を悪化させるだけでなく1）、
高齢者のサルコペニアやリハビリテーションの効果に影
響を及ぼすことも明らかになっている3～5）。誤嚥性肺炎
は高齢者肺炎の7割を占めると言われ6）、経口摂取をし
ている入院患者・入所者のうち15.4～23.7％に嚥下困難

がある7）。脳卒中患者の場合は22～65％に摂食嚥下障害
があるとされ8～9）、これら多くの人々に嚥下障害の看護
ケアは必要である。
　摂食嚥下障害を持つ患者には胃ろうや経管栄養や食事
形態の選択、食事時の姿勢の調整、リハビリテーション
などの治療やケアが一般的に行われる1～2）。これらは誤嚥
の予防や必要な栄養の摂取が主な目的だが、看護ケアの
目的は１つだけとは限らない。例えば、口腔ケアの目的
には誤嚥予防以外に味覚の向上や唾液分泌の促進、口腔・
咽頭周囲筋への刺激、齲歯の予防などがある 2）,10～11）。また、
口腔ケア以外には食事介助や嚥下訓練、吸引、アイスマッ
サージなど摂食嚥下障害のケアは多岐にわたる。
　このように多種多様なケアがある中で、摂食嚥下障
害に関する看護の研究は多数発表されており、医中誌
web での検索では 989 件ヒットした（検索式 “ 摂食機

能障害 /TH and PT=原著論文 and SB=看護”、全年検索、
検索日 2018年 7月 28日）。これらの研究を概観すると、
誤嚥に関する研究は多いが食事介助や食事の楽しみを分
析した研究は少ないように思われる。しかし、キーワー
ドや題目、要旨だけでは研究論文の論点や傾向を断定す
ることはできない。
　一般的には研究の傾向を把握するためには精読し文献
検討を行うが、主観的な判断や解釈の混入を避けること
は難しい。質的データである文章（テキストデータ）を
客観的に分析する方法にテキストマイニングがある 12）。
このテキストマイニングによって客観性を補いながら、
論文に用いられた語の出現状況と、語と語の関係性を分
析することにより論文の傾向を明らかにしたいと考え
る。この分析は、複数の摂食嚥下障害の看護研究におい
て、論文中のケアを表す語に関して、より頻繁に用いら
れた語は何か（語の出現状況）、またそれはどのような
語と共に論文中で用いられたのか（語と語の関係性）を
分析する。つまり、例えばある語がより頻繁に出現して
いれば、摂食嚥下障害の看護ケアにおいて、その語が示
すケアはより焦点が当てられたと考える。更には他のあ
る語と共により多く用いられていれば、すなわち共起関
係のある語を考慮することにより、摂食嚥下障害の看護
研究の傾向を考察する。つまり、本研究で明らかにした
い傾向とは、摂食嚥下障害の複数の論文において、より
焦点を当てられたケアは何かということである。本研究
では、このテキストマイニングによる語に関する分析を、
回復期と維持期にある摂食嚥下障害のある患者を対象に
した看護の研究論文に関して行った。
　このような研究目的を設定する理由は、摂食嚥下障害
に関する論文では誤嚥に注目は集まるが、食事介助に関
する研究は少ないように思えるからである。経口摂取を
する摂食嚥下障害のある患者にとって誤嚥予防は必要不
可欠だが、食事介助も重要なケアである。そのため、摂
食嚥下障害について誤嚥のリスク管理だけでなく食事介
助などのケアを見直す必要があると考える。そこで本研
究では、摂食嚥下障害の研究論文に取り上げられた看護
ケアに関する傾向の分析から、焦点が当てられてきたケ
アは誤嚥予防だけなのか、あるいはそれ以外のケアも取
り上げられてきたのかを明らかにしたい。特に、本研究
では誤嚥と食事介助に注目して分析をしたいと考える。

2．研究目的
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにする。特にケアに関連する語である
“誤嚥”と“食事介助”に注目して分析する。

3．方法
3．1 文献検索
　摂食嚥下障害に関する看護の研究論文を検索するた
め、摂食嚥下障害のリスクや看護ケアに関係する検索語
を用いた。ただし、本研究は経口摂取をする患者への包
括的な看護ケアに関しテキストマイニングを用いて分析
するため、以下の論文は除外した。
・胃ろうや経管栄養、静脈栄養のみに関する論文
・急性期
・嚥下体操やポジショニング、特定の嚥下食などテーマ
を限定的に絞った論文
・日本語以外で書かれた論文
・学術誌以外の商業誌に掲載された論文

　医中誌データベースにおける検索条件は以下の通りで
ある。
収載誌発行年：全年
論文種類：原著論文、看護文献
検索語：嚥下 / TH、摂食機能障害 / TH、気道内誤嚥 / 
TH、肺炎・嚥下性 / TH、食事摂取量 / TH、エネルギー
摂取量 / TH、食事介助 / TH、食事 / TH、食事介助 / TH

3．2 分析方法
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにするために、論文の中では誤嚥の予防
以外のケアに関する語がどの程度、そしてどのような語
との関係で用いられているのかを分析する。本研究は、
テキストデータの探索的研究に有効とされるテキストマ
イニングの特徴13）を活用したものである。
　本研究では口腔ケアや吸引、食事介助などのキーワー
ドを用いて分析した。摂食嚥下障害のケアには、誤嚥
の予防以外に“食事することの楽しみ”や“意欲”など心理
的な側面がある。この“食事の楽しみ”の表現は多様であ
り、短く単語で表現することもあれば文章として表現す
ることもある。しかし、テキストマイニングでは様々な
表現が“食事の楽しみ”を意味するかどうかを正確に判断
しながら分析することは困難である。そのため、それら
を論文から抽出・分析することに関する信頼性と妥当
性は確保できないと判断し、“食事することの楽しみ”や
“意欲”など心理的な側面は摂食嚥下障害のケアにおいて
非常に重要だが、本研究では分析から除外した。
　分析対象は、要旨・抄録、図、表、章節のタイトル、参考文
献リストを除く論文の本文とした。テキストマイニングは、論文
中の語の使用頻度が正確に分かること、および使用される語
と語の関係性（例　同じ段落に使用されている）を分析でき
る。しかし、論文全体から抽出される言葉が多すぎると、分
析結果の解釈および考察が困難になるため、分析の前に抽

論文から本研究の目的に沿わないものは除外した。文献
検討をした論文では成人・老年期の患者へのケアに関す
る文献検討は見当らず、食形態や片麻痺患者の食事介助
に関する教育内容、小児に関するものだったため除外し
た。また、術後食に関する論文と認知症の高齢者に関し
てBMIと食事摂取量、水分摂取量から分析した論文、職
場環境や研修ニーズに関する論文がヒットしたが、実際
の看護ケアやアセスメントは分析されていないと判断し
対象から除外した。残った論文から商業誌に掲載された
論文を除外し、学術誌に掲載された論文を選択した結果
12本の論文が残った（表1）。
　12本の論文は、嚥下障害のリスクや看護の質に関する
尺度開発4本16～19）、ケアの実施状況7本20～26）、摂食嚥下
障害のリスクの分析1本27）だった。

4．2 テキストマイニングの分析の設定及び結果
　12本の論文から抽出する語は、“嚥下障害”や“摂食障
害”、“誤嚥”、“栄養”、“食事量”、“食事介助”など摂食
嚥下障害をもつ患者へのケアに関する言葉とした。そし
て、見落しの可能性を考慮し、“食事介助”や“低栄養”、
“嚥下障害”などの複数の語に分解できる場合や、例えば
“摂食嚥下障害”を“摂食・嚥下障害”と記載されることが
あると想定し、予め食事や栄養、嚥下などそれ以上短く
分解できない語を論文中に確認してから抽出する語を設
定した。
　KHCoderにより12本の論文から抽出した総抽出語数
は62590語であり、同一の語は重複せずにカウントした
場合の異なり語数は3934語、名詞の異なり語数は846語
だった。分析したい語を絞るために、名詞の一覧から本
研究の目的とは関係のない語だと判断した場合は分析対
象から除外し、関連があるものは強制抽出語に含めて再
度抽出し直した後に結果を確認した。この強制抽出語に
含めた摂食嚥下障害に関する言葉は、12本の論文および
摂食嚥下に関する看護の専門書1～2）を参考に設定した。
そして、文中で使われている“摂食嚥下障害”と“摂食・
嚥下障害”、“嚥下障害”は同じ意味を示すと考え“摂食嚥
下障害”にコーディングし統一した。他方で“患者”や“看
護”、“医療”、“有意”、“分析”、“p 値”など、本研究の
目的との関連が小さいと判断したものは分析から除外し
た。
　また、対象の論文には“栄養不良”や“低栄養”、そして
食事とその量に関する語として“摂取量”や“食事の量”
“食事摂取”などが使われていたため、適切に分析できる
ようにコーディングした。そして、強制抽出語の設定後
は、名詞以外の形容詞、品詞、動詞等には関連する語は
ないことを確認できたため、この後に続く分析ではコー
ディングした語のみを分析した。
　コーディングは以下の通りである（表2）。例えば、栄

食機能障害患者 ”、“嚥下機能 ”、“嚥下評価 ”、“誤嚥 ”
は 12本の論文で共通して使用され、“口腔ケア ”と “経
口摂取 ”、“ 栄養状態 ” も 6～ 9 本に使用されていた。
逆に、“ 食事形態 ” と “ 摂食状況 ”、“ 嚥下訓練 ” を使
用した論文は少ないことが示された。次に段落数で見た
場合、“摂食嚥下障害”は 159段落、“摂食機能障害患者”
は 36段落、“嚥下機能 ”は 72段落、“嚥下評価 ”は 65
段落、“ 誤嚥 ” は 61 段落であり全 487 段落中に比較的
多く使用されていた。

4．3 階層的クラスター分析の結果
　階層的クラスター分析では各語の類似度を距離とし
て表し、類似度は語が抽出された論文や抽出頻度に基
づく15）。階層的クラスター分析の図（デンドログラム）
から、“ 摂食嚥下障害 ” 等 “ と栄養状態 ” は同じ大きな
グループに属し、“ 食事介助 ” と “ 経口摂取 ” は同じグ
ループだが “ 誤嚥 ” や “ 摂食嚥下障害 ”、“ 栄養状態 ”
とは異なるグループに属することが示された（図 1）。

5．考察
5．1 “誤嚥”と“食事介助”に関する考察
　本研究は、摂食嚥下障害に関する看護の研究論文の文
献検索とそれに続く文献選択の結果残った12本に関しテ
キストマイニングにより論文中の語を分析した。そのた
め、摂食嚥下障害の研究の傾向を使用された語に基づい
て明らかにできたと考える。
　使用された語の中で、“誤嚥 ”や “摂食嚥下障害 ”等は
高頻度で使用されており、12本の論文を確認した結果、こ
れらの語は全ての論文に使用されていた。
　次に階層的クラスター分析の結果を考察する。階層的クラ
スター分析では段落ごとに近い関係にある語は同じグルー
プにまとめられる。その結果、“ 食事介助 ”は “ 経口摂取 ”
と同じグループに属し、“ 栄養状態 ”と異なるグループに属
していた。一方、“食事介助 ”が属するグループには“誤嚥 ”
はないが、“栄養状態 ”は “誤嚥 ”が形成する大きなグルー
プに属していた。この結果から、12本の論文において、“食
事介助 ” は栄養状態の改善や誤嚥予防の目的で述べられ
ることは少ないと推察された。この点を論文で確認する。
　“食事介助”が使われた論文は5本だった20～21）,23）,25～26）。
中山20）は摂食嚥下障害をもつ介護老人施設の入所者に対
するケアの実施状況を調査した。その結果の章では、食事
介助のケアの内容に関する調査結果および施設の種類ごと
に経口摂取している人の食事介助を受けた人の割合、介助
者の人数、カンファレンスにおける食事介助や栄養状態に関
する意見交換の実施について報告した。さらに考察の章で
も経口摂取と食事介助は同じ段落で使われており、職員が
行う食事介助の頻度を施設ごとに考察した。その一方、誤嚥
予防や栄養状態という語を用いてはいなかったが、安全な
食事介助の方法は考察し、食事量や栄養状態は考察してい
なかった。
　松田23）は、摂食嚥下障害患者に対する看護師の判断
とケア内容を分析した。結果と考察の章において患者
の状況の説明に1回ずつ使用していたが、食事介助に関
する誤嚥予防や栄養状態の改善等についての考察はな
かった。
　直井21）は摂食嚥下障害の患者へのケアの実施状況を
調査した。結果の章では、安全な摂食介助と回答した件
数および摂食介助の件数の報告に続いて、経口摂取に向
けての援助に関する調査結果を報告した。ただし、この
2つの報告の繋がりは記載されていなかったが、この本
文の位置関係からデンドログラムの“経口摂取”と“食事
介助”が近い位置になったと考える。また、経口摂取に
関する誤嚥、栄養状態の改善等についての記述はなかっ
た。
　清水26）は摂食嚥下機能低下を認める高齢者に対する
経口摂取のための看護職の役割行動指標を作製すること
を目的とし、看護職者を対象にしたインタビュー記録を

出する語と品詞を指定した。
　抽出・分析する語は、最初にケアに関する語とそれに
付随するであろう語について、論文を精読後に設定し
た。次に、分析ソフトが抽出した複合語を含む語を参照
し、その後更なる整理を繰り返した。
　分析にはKHCoder Ver 2.00f（以下、KHCoder）を使
用した14）。このテキストマイニングソフトは看護学等
様々な分野の研究で使われている。分析可能なデータ形
式はテキストデータのため、PDF形式で入手した論文を
テキストファイルに変換した。この変換はPDF上でテキ
ストをコピー＆ペーストする方法とOCRソフトで読み
取る方法を用いた。変換後の誤字等の有無は、論文その
ものと比較しながら、ワープロソフトの検索機能と研究
者自身の目視により確認した。
　KHCoderが出力する抽出語リストには品詞別の語お
よび強制抽出する語とその使用頻度が示される。強制抽
出する語は、KHCoderの抽出語リストと本文を参照しな
がら設定した。また強制抽出にはコーディングする語も
加えた。コーディングとは、例えば“摂食・嚥下障害”と
“摂食嚥下障害”があり、どちらも同じ意味で使われてい
ると判断した場合に1つの語にまとめることである。こ
のコーディングのための複合語の検出にはTermExtract
を使用した。
　抽出語リストには名詞以外の形容詞、品詞、動詞等も
抽出される。分析に必要だと判断した名詞は強制抽出語
に加え、必要ないと判断した名詞は分析から除外した。
名詞以外の形容詞や動詞等についても同様に、必要ない
と判断した時は除外した。
　強制抽出する語はコーディングに含め、コーディング
後に階層的クラスター分析を行った。階層的クラスター
分析は、語の類似度を距離で評価すると共に、語をグ
ループ化したデンドログラムを作成する14～15）。本研究
では研究の傾向を見出すため、摂食嚥下障害に関連して
使われる語をグループ化したいため、この分析方法を用
いた。この階層的クラスター分析の設定は、抽出語の最
小出現数を6回、最小文書数を2とし、最大出現数およ
び最大文書数は設定しなかった。集計単位は段落に設定
し、同じ段落に出現した語は出現パターンが似ており、
共起関係ありと判断できるようにした14）。この設定に
よって、例えば同じ段落内に誤嚥と食事介助が使われて
いれば、この2つは関連付けて論文中に使用されている
可能性があると推察でき、その共起関係を階層的クラス
ター分析が出力するデンドログラムにより確認できると
考えた。

4．結果
4．1 検索結果
　検索の結果（検索日：2018年7月28日）、ヒットした

養状態を示す語である、栄養状態、低栄養、栄養不良等
はまとめて“栄養状態”とした。
　下表のコーディングした語に“アイスマッサージ”、
“経口摂取”、“食事介助”、“反復唾液嚥下テスト”、“水
飲みテスト”、“吸引”、“胃瘻”を加えて分析をした。し

かし、ポジショニング等も摂食嚥下障害のケアに含まれ
るが、対象の論文には使用されていなかったため分析対
象の語に含めなかった。
　KHCoder が出力した使用頻度の結果より（表 3）、語
が使用された論文数においては、“摂食嚥下障害”や “摂

図1　階層的クラスター分析

カテゴリー化した。その結果４つのカテゴリーが抽出さ
れ、3カテゴリーの名称に経口摂取が、残りの1つの名
称に食事介助が使われていた。さらにこれら4つのカテ
ゴリーは本文中に多用されたため、デンドログラムにお
いて“食事介助”と“経口摂取”の位置関係が近く、グルー
プ化されたと考える。この調査結果の記述には、食事介
助に関する高齢者自身の意思や多職種連携、誤嚥・窒息
のリスクへの配慮だけでなく、摂取量の増加、好きな物
を食べることにも触れられていた。そして考察の章の冒
頭に経口摂取による栄養状態や脱水の改善について説明
し、更に援助者の負担軽減や多職種連携、本人と家族の
経口摂取に対する思いを考察していた。しかし、食事介
助に関する誤嚥、栄養状態の改善等については日本老年
医学会「高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイド
ライン」28）における栄養状態と脱水に関する記述の引用
にとどまり、栄養状態や脱水の改善に関して食事介助を
考察していなかった。
　清水25）は摂食嚥下障害をもつ福祉施設の高齢者に対
して、経管栄養から経口摂取への移行に取り組む看護師
の役割行動を調査した。インタビュー調査の結果、抽出
した６つのカテゴリーの内３つの名称に経口摂取を使っ
た。そして調査結果において、６つのカテゴリーの説明
に食事介助という語を用いており、更には食事介助と経
口摂取が同じ段落内で使われていた。考察の章において
も同様に、食事介助と経口摂取は同じ段落内で使われて
おり、その内容は誤嚥の予防だけでなく栄養状態や脱水
の改善、食べたいと言う気持ちにも及んでいた。
　5 本の論文のうち、誤嚥予防だけでなく栄養状態の改善
に関して食事介助を考察したのは清水25）だけだったこと、
および経口摂取と食事介助が同じ段落に複数回使用された
ことが “ 経口摂取 ”と“ 食事介助 ”、および “ 栄養状態 ”
と“ 誤嚥 ”のデンドログラムにおけるグループ化及び位置関
係になったと考えられる。つまり、摂食嚥下障害に関する
看護の論文において、栄養状態の改善や誤嚥予防の観点
から食事介助に焦点を当てる傾向は弱いと言える。

5．2 研究の限界と今後の課題
　本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ” を中心に摂食嚥下障
害に関する看護の研究論文を分析した。分析対象は名詞
に限定し、動詞等は除外した。そのため、例えば食事の楽
しみなどは分析対象に含まれておらず、摂食嚥下障害のケ
アに関する包括的な分析には至っていないと考える。この
食事の楽しみなどに関する表現は様々なため、これら記述
に関する分析の信頼性と妥当性の確保は困難だと考え分析
から除外した。しかし、本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ”
を中心に論文の傾向を探ることを目的としたため、この 2つ
の語を中心とする名詞に限定した分析においては信頼性と
妥当性は確保できたと考える。

　摂食嚥下障害のケアにおいて、食事や食事の楽しみ
は重要だと考える。本研究で分析した論文において、
深田17～19）は嚥下障害のリスクの評価やアセスメント指
標を研究し誤嚥の予防に焦点を当てている印象を受ける
が、しかし論文中の表には栄養状態の項目や食べること
に対する希望などが掲載されていた。つまり、誤嚥の予
防に注目した研究であっても決して食べる楽しみや栄養
状態を視野に入れていないわけではないのである。今後
は摂食嚥下障害の研究の傾向を包括的に明らかにするた
めに、多様な表現に対する信頼性と妥当性を確保した分
析が必要である。
　また、本研究の対象データは論文の本文とし、図や表
は除外した。これはテキストマイニングはテキストデー
タを分析対象にするため、図や表は適さないと判断した
からである。しかし、論文において図や表は非常に重要
であるため、研究論文の特徴を把握する上で、どのよう
に図や表を分析するべきなのかは今後検討する必要があ
ると考える。

6．結論
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する12本の摂食嚥下障害の看護の研究では、誤嚥につい
ては共通して述べられていた。そして食事介助に関して
誤嚥の予防だけでなく栄養状態の改善についても考察し
た論文は1本だけだった。
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1．はじめに
　摂食嚥下障害を持つ患者は、誤嚥と栄養障害・脱水の
リスクを背負う1～2）。誤嚥は誤嚥性肺炎や窒息を引きお
こす危険性があり、栄養障害は全身の筋肉量低下がもた
らす悪循環により嚥下障害を悪化させるだけでなく1）、
高齢者のサルコペニアやリハビリテーションの効果に影
響を及ぼすことも明らかになっている3～5）。誤嚥性肺炎
は高齢者肺炎の7割を占めると言われ6）、経口摂取をし
ている入院患者・入所者のうち15.4～23.7％に嚥下困難

がある7）。脳卒中患者の場合は22～65％に摂食嚥下障害
があるとされ8～9）、これら多くの人々に嚥下障害の看護
ケアは必要である。
　摂食嚥下障害を持つ患者には胃ろうや経管栄養や食事
形態の選択、食事時の姿勢の調整、リハビリテーション
などの治療やケアが一般的に行われる1～2）。これらは誤嚥
の予防や必要な栄養の摂取が主な目的だが、看護ケアの
目的は１つだけとは限らない。例えば、口腔ケアの目的
には誤嚥予防以外に味覚の向上や唾液分泌の促進、口腔・
咽頭周囲筋への刺激、齲歯の予防などがある 2）,10～11）。また、
口腔ケア以外には食事介助や嚥下訓練、吸引、アイスマッ
サージなど摂食嚥下障害のケアは多岐にわたる。
　このように多種多様なケアがある中で、摂食嚥下障
害に関する看護の研究は多数発表されており、医中誌
web での検索では 989 件ヒットした（検索式 “ 摂食機

能障害 /TH and PT=原著論文 and SB=看護”、全年検索、
検索日 2018年 7月 28日）。これらの研究を概観すると、
誤嚥に関する研究は多いが食事介助や食事の楽しみを分
析した研究は少ないように思われる。しかし、キーワー
ドや題目、要旨だけでは研究論文の論点や傾向を断定す
ることはできない。
　一般的には研究の傾向を把握するためには精読し文献
検討を行うが、主観的な判断や解釈の混入を避けること
は難しい。質的データである文章（テキストデータ）を
客観的に分析する方法にテキストマイニングがある 12）。
このテキストマイニングによって客観性を補いながら、
論文に用いられた語の出現状況と、語と語の関係性を分
析することにより論文の傾向を明らかにしたいと考え
る。この分析は、複数の摂食嚥下障害の看護研究におい
て、論文中のケアを表す語に関して、より頻繁に用いら
れた語は何か（語の出現状況）、またそれはどのような
語と共に論文中で用いられたのか（語と語の関係性）を
分析する。つまり、例えばある語がより頻繁に出現して
いれば、摂食嚥下障害の看護ケアにおいて、その語が示
すケアはより焦点が当てられたと考える。更には他のあ
る語と共により多く用いられていれば、すなわち共起関
係のある語を考慮することにより、摂食嚥下障害の看護
研究の傾向を考察する。つまり、本研究で明らかにした
い傾向とは、摂食嚥下障害の複数の論文において、より
焦点を当てられたケアは何かということである。本研究
では、このテキストマイニングによる語に関する分析を、
回復期と維持期にある摂食嚥下障害のある患者を対象に
した看護の研究論文に関して行った。
　このような研究目的を設定する理由は、摂食嚥下障害
に関する論文では誤嚥に注目は集まるが、食事介助に関
する研究は少ないように思えるからである。経口摂取を
する摂食嚥下障害のある患者にとって誤嚥予防は必要不
可欠だが、食事介助も重要なケアである。そのため、摂
食嚥下障害について誤嚥のリスク管理だけでなく食事介
助などのケアを見直す必要があると考える。そこで本研
究では、摂食嚥下障害の研究論文に取り上げられた看護
ケアに関する傾向の分析から、焦点が当てられてきたケ
アは誤嚥予防だけなのか、あるいはそれ以外のケアも取
り上げられてきたのかを明らかにしたい。特に、本研究
では誤嚥と食事介助に注目して分析をしたいと考える。

2．研究目的
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにする。特にケアに関連する語である
“誤嚥”と“食事介助”に注目して分析する。

3．方法
3．1 文献検索
　摂食嚥下障害に関する看護の研究論文を検索するた
め、摂食嚥下障害のリスクや看護ケアに関係する検索語
を用いた。ただし、本研究は経口摂取をする患者への包
括的な看護ケアに関しテキストマイニングを用いて分析
するため、以下の論文は除外した。
・胃ろうや経管栄養、静脈栄養のみに関する論文
・急性期
・嚥下体操やポジショニング、特定の嚥下食などテーマ
を限定的に絞った論文
・日本語以外で書かれた論文
・学術誌以外の商業誌に掲載された論文

　医中誌データベースにおける検索条件は以下の通りで
ある。
収載誌発行年：全年
論文種類：原著論文、看護文献
検索語：嚥下 / TH、摂食機能障害 / TH、気道内誤嚥 / 
TH、肺炎・嚥下性 / TH、食事摂取量 / TH、エネルギー
摂取量 / TH、食事介助 / TH、食事 / TH、食事介助 / TH

3．2 分析方法
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する摂食嚥下障害の看護研究の傾向をテキストマイニン
グにより明らかにするために、論文の中では誤嚥の予防
以外のケアに関する語がどの程度、そしてどのような語
との関係で用いられているのかを分析する。本研究は、
テキストデータの探索的研究に有効とされるテキストマ
イニングの特徴13）を活用したものである。
　本研究では口腔ケアや吸引、食事介助などのキーワー
ドを用いて分析した。摂食嚥下障害のケアには、誤嚥
の予防以外に“食事することの楽しみ”や“意欲”など心理
的な側面がある。この“食事の楽しみ”の表現は多様であ
り、短く単語で表現することもあれば文章として表現す
ることもある。しかし、テキストマイニングでは様々な
表現が“食事の楽しみ”を意味するかどうかを正確に判断
しながら分析することは困難である。そのため、それら
を論文から抽出・分析することに関する信頼性と妥当
性は確保できないと判断し、“食事することの楽しみ”や
“意欲”など心理的な側面は摂食嚥下障害のケアにおいて
非常に重要だが、本研究では分析から除外した。
　分析対象は、要旨・抄録、図、表、章節のタイトル、参考文
献リストを除く論文の本文とした。テキストマイニングは、論文
中の語の使用頻度が正確に分かること、および使用される語
と語の関係性（例　同じ段落に使用されている）を分析でき
る。しかし、論文全体から抽出される言葉が多すぎると、分
析結果の解釈および考察が困難になるため、分析の前に抽

論文から本研究の目的に沿わないものは除外した。文献
検討をした論文では成人・老年期の患者へのケアに関す
る文献検討は見当らず、食形態や片麻痺患者の食事介助
に関する教育内容、小児に関するものだったため除外し
た。また、術後食に関する論文と認知症の高齢者に関し
てBMIと食事摂取量、水分摂取量から分析した論文、職
場環境や研修ニーズに関する論文がヒットしたが、実際
の看護ケアやアセスメントは分析されていないと判断し
対象から除外した。残った論文から商業誌に掲載された
論文を除外し、学術誌に掲載された論文を選択した結果
12本の論文が残った（表1）。
　12本の論文は、嚥下障害のリスクや看護の質に関する
尺度開発4本16～19）、ケアの実施状況7本20～26）、摂食嚥下
障害のリスクの分析1本27）だった。

4．2 テキストマイニングの分析の設定及び結果
　12本の論文から抽出する語は、“嚥下障害”や“摂食障
害”、“誤嚥”、“栄養”、“食事量”、“食事介助”など摂食
嚥下障害をもつ患者へのケアに関する言葉とした。そし
て、見落しの可能性を考慮し、“食事介助”や“低栄養”、
“嚥下障害”などの複数の語に分解できる場合や、例えば
“摂食嚥下障害”を“摂食・嚥下障害”と記載されることが
あると想定し、予め食事や栄養、嚥下などそれ以上短く
分解できない語を論文中に確認してから抽出する語を設
定した。
　KHCoderにより12本の論文から抽出した総抽出語数
は62590語であり、同一の語は重複せずにカウントした
場合の異なり語数は3934語、名詞の異なり語数は846語
だった。分析したい語を絞るために、名詞の一覧から本
研究の目的とは関係のない語だと判断した場合は分析対
象から除外し、関連があるものは強制抽出語に含めて再
度抽出し直した後に結果を確認した。この強制抽出語に
含めた摂食嚥下障害に関する言葉は、12本の論文および
摂食嚥下に関する看護の専門書1～2）を参考に設定した。
そして、文中で使われている“摂食嚥下障害”と“摂食・
嚥下障害”、“嚥下障害”は同じ意味を示すと考え“摂食嚥
下障害”にコーディングし統一した。他方で“患者”や“看
護”、“医療”、“有意”、“分析”、“p 値”など、本研究の
目的との関連が小さいと判断したものは分析から除外し
た。
　また、対象の論文には“栄養不良”や“低栄養”、そして
食事とその量に関する語として“摂取量”や“食事の量”
“食事摂取”などが使われていたため、適切に分析できる
ようにコーディングした。そして、強制抽出語の設定後
は、名詞以外の形容詞、品詞、動詞等には関連する語は
ないことを確認できたため、この後に続く分析ではコー
ディングした語のみを分析した。
　コーディングは以下の通りである（表2）。例えば、栄

食機能障害患者 ”、“嚥下機能 ”、“嚥下評価 ”、“誤嚥 ”
は 12本の論文で共通して使用され、“口腔ケア ”と “経
口摂取 ”、“ 栄養状態 ” も 6～ 9 本に使用されていた。
逆に、“ 食事形態 ” と “ 摂食状況 ”、“ 嚥下訓練 ” を使
用した論文は少ないことが示された。次に段落数で見た
場合、“摂食嚥下障害”は 159段落、“摂食機能障害患者”
は 36段落、“嚥下機能 ”は 72段落、“嚥下評価 ”は 65
段落、“ 誤嚥 ” は 61 段落であり全 487 段落中に比較的
多く使用されていた。

4．3 階層的クラスター分析の結果
　階層的クラスター分析では各語の類似度を距離とし
て表し、類似度は語が抽出された論文や抽出頻度に基
づく15）。階層的クラスター分析の図（デンドログラム）
から、“ 摂食嚥下障害 ” 等 “ と栄養状態 ” は同じ大きな
グループに属し、“ 食事介助 ” と “ 経口摂取 ” は同じグ
ループだが “ 誤嚥 ” や “ 摂食嚥下障害 ”、“ 栄養状態 ”
とは異なるグループに属することが示された（図 1）。

5．考察
5．1 “誤嚥”と“食事介助”に関する考察
　本研究は、摂食嚥下障害に関する看護の研究論文の文
献検索とそれに続く文献選択の結果残った12本に関しテ
キストマイニングにより論文中の語を分析した。そのた
め、摂食嚥下障害の研究の傾向を使用された語に基づい
て明らかにできたと考える。
　使用された語の中で、“誤嚥 ”や “摂食嚥下障害 ”等は
高頻度で使用されており、12本の論文を確認した結果、こ
れらの語は全ての論文に使用されていた。
　次に階層的クラスター分析の結果を考察する。階層的クラ
スター分析では段落ごとに近い関係にある語は同じグルー
プにまとめられる。その結果、“ 食事介助 ”は “ 経口摂取 ”
と同じグループに属し、“ 栄養状態 ”と異なるグループに属
していた。一方、“食事介助 ”が属するグループには“誤嚥 ”
はないが、“栄養状態 ”は “誤嚥 ”が形成する大きなグルー
プに属していた。この結果から、12本の論文において、“食
事介助 ” は栄養状態の改善や誤嚥予防の目的で述べられ
ることは少ないと推察された。この点を論文で確認する。
　“食事介助”が使われた論文は5本だった20～21）,23）,25～26）。
中山20）は摂食嚥下障害をもつ介護老人施設の入所者に対
するケアの実施状況を調査した。その結果の章では、食事
介助のケアの内容に関する調査結果および施設の種類ごと
に経口摂取している人の食事介助を受けた人の割合、介助
者の人数、カンファレンスにおける食事介助や栄養状態に関
する意見交換の実施について報告した。さらに考察の章で
も経口摂取と食事介助は同じ段落で使われており、職員が
行う食事介助の頻度を施設ごとに考察した。その一方、誤嚥
予防や栄養状態という語を用いてはいなかったが、安全な
食事介助の方法は考察し、食事量や栄養状態は考察してい
なかった。
　松田23）は、摂食嚥下障害患者に対する看護師の判断
とケア内容を分析した。結果と考察の章において患者
の状況の説明に1回ずつ使用していたが、食事介助に関
する誤嚥予防や栄養状態の改善等についての考察はな
かった。
　直井21）は摂食嚥下障害の患者へのケアの実施状況を
調査した。結果の章では、安全な摂食介助と回答した件
数および摂食介助の件数の報告に続いて、経口摂取に向
けての援助に関する調査結果を報告した。ただし、この
2つの報告の繋がりは記載されていなかったが、この本
文の位置関係からデンドログラムの“経口摂取”と“食事
介助”が近い位置になったと考える。また、経口摂取に
関する誤嚥、栄養状態の改善等についての記述はなかっ
た。
　清水26）は摂食嚥下機能低下を認める高齢者に対する
経口摂取のための看護職の役割行動指標を作製すること
を目的とし、看護職者を対象にしたインタビュー記録を

出する語と品詞を指定した。
　抽出・分析する語は、最初にケアに関する語とそれに
付随するであろう語について、論文を精読後に設定し
た。次に、分析ソフトが抽出した複合語を含む語を参照
し、その後更なる整理を繰り返した。
　分析にはKHCoder Ver 2.00f（以下、KHCoder）を使
用した14）。このテキストマイニングソフトは看護学等
様々な分野の研究で使われている。分析可能なデータ形
式はテキストデータのため、PDF形式で入手した論文を
テキストファイルに変換した。この変換はPDF上でテキ
ストをコピー＆ペーストする方法とOCRソフトで読み
取る方法を用いた。変換後の誤字等の有無は、論文その
ものと比較しながら、ワープロソフトの検索機能と研究
者自身の目視により確認した。
　KHCoderが出力する抽出語リストには品詞別の語お
よび強制抽出する語とその使用頻度が示される。強制抽
出する語は、KHCoderの抽出語リストと本文を参照しな
がら設定した。また強制抽出にはコーディングする語も
加えた。コーディングとは、例えば“摂食・嚥下障害”と
“摂食嚥下障害”があり、どちらも同じ意味で使われてい
ると判断した場合に1つの語にまとめることである。こ
のコーディングのための複合語の検出にはTermExtract
を使用した。
　抽出語リストには名詞以外の形容詞、品詞、動詞等も
抽出される。分析に必要だと判断した名詞は強制抽出語
に加え、必要ないと判断した名詞は分析から除外した。
名詞以外の形容詞や動詞等についても同様に、必要ない
と判断した時は除外した。
　強制抽出する語はコーディングに含め、コーディング
後に階層的クラスター分析を行った。階層的クラスター
分析は、語の類似度を距離で評価すると共に、語をグ
ループ化したデンドログラムを作成する14～15）。本研究
では研究の傾向を見出すため、摂食嚥下障害に関連して
使われる語をグループ化したいため、この分析方法を用
いた。この階層的クラスター分析の設定は、抽出語の最
小出現数を6回、最小文書数を2とし、最大出現数およ
び最大文書数は設定しなかった。集計単位は段落に設定
し、同じ段落に出現した語は出現パターンが似ており、
共起関係ありと判断できるようにした14）。この設定に
よって、例えば同じ段落内に誤嚥と食事介助が使われて
いれば、この2つは関連付けて論文中に使用されている
可能性があると推察でき、その共起関係を階層的クラス
ター分析が出力するデンドログラムにより確認できると
考えた。

4．結果
4．1 検索結果
　検索の結果（検索日：2018年7月28日）、ヒットした

養状態を示す語である、栄養状態、低栄養、栄養不良等
はまとめて“栄養状態”とした。
　下表のコーディングした語に“アイスマッサージ”、
“経口摂取”、“食事介助”、“反復唾液嚥下テスト”、“水
飲みテスト”、“吸引”、“胃瘻”を加えて分析をした。し

かし、ポジショニング等も摂食嚥下障害のケアに含まれ
るが、対象の論文には使用されていなかったため分析対
象の語に含めなかった。
　KHCoder が出力した使用頻度の結果より（表 3）、語
が使用された論文数においては、“摂食嚥下障害”や “摂

カテゴリー化した。その結果４つのカテゴリーが抽出さ
れ、3カテゴリーの名称に経口摂取が、残りの1つの名
称に食事介助が使われていた。さらにこれら4つのカテ
ゴリーは本文中に多用されたため、デンドログラムにお
いて“食事介助”と“経口摂取”の位置関係が近く、グルー
プ化されたと考える。この調査結果の記述には、食事介
助に関する高齢者自身の意思や多職種連携、誤嚥・窒息
のリスクへの配慮だけでなく、摂取量の増加、好きな物
を食べることにも触れられていた。そして考察の章の冒
頭に経口摂取による栄養状態や脱水の改善について説明
し、更に援助者の負担軽減や多職種連携、本人と家族の
経口摂取に対する思いを考察していた。しかし、食事介
助に関する誤嚥、栄養状態の改善等については日本老年
医学会「高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイド
ライン」28）における栄養状態と脱水に関する記述の引用
にとどまり、栄養状態や脱水の改善に関して食事介助を
考察していなかった。
　清水25）は摂食嚥下障害をもつ福祉施設の高齢者に対
して、経管栄養から経口摂取への移行に取り組む看護師
の役割行動を調査した。インタビュー調査の結果、抽出
した６つのカテゴリーの内３つの名称に経口摂取を使っ
た。そして調査結果において、６つのカテゴリーの説明
に食事介助という語を用いており、更には食事介助と経
口摂取が同じ段落内で使われていた。考察の章において
も同様に、食事介助と経口摂取は同じ段落内で使われて
おり、その内容は誤嚥の予防だけでなく栄養状態や脱水
の改善、食べたいと言う気持ちにも及んでいた。
　5 本の論文のうち、誤嚥予防だけでなく栄養状態の改善
に関して食事介助を考察したのは清水25）だけだったこと、
および経口摂取と食事介助が同じ段落に複数回使用された
ことが “ 経口摂取 ”と“ 食事介助 ”、および “ 栄養状態 ”
と“ 誤嚥 ”のデンドログラムにおけるグループ化及び位置関
係になったと考えられる。つまり、摂食嚥下障害に関する
看護の論文において、栄養状態の改善や誤嚥予防の観点
から食事介助に焦点を当てる傾向は弱いと言える。

5．2 研究の限界と今後の課題
　本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ” を中心に摂食嚥下障
害に関する看護の研究論文を分析した。分析対象は名詞
に限定し、動詞等は除外した。そのため、例えば食事の楽
しみなどは分析対象に含まれておらず、摂食嚥下障害のケ
アに関する包括的な分析には至っていないと考える。この
食事の楽しみなどに関する表現は様々なため、これら記述
に関する分析の信頼性と妥当性の確保は困難だと考え分析
から除外した。しかし、本研究は “ 誤嚥 ”と“ 食事介助 ”
を中心に論文の傾向を探ることを目的としたため、この 2つ
の語を中心とする名詞に限定した分析においては信頼性と
妥当性は確保できたと考える。

　摂食嚥下障害のケアにおいて、食事や食事の楽しみ
は重要だと考える。本研究で分析した論文において、
深田17～19）は嚥下障害のリスクの評価やアセスメント指
標を研究し誤嚥の予防に焦点を当てている印象を受ける
が、しかし論文中の表には栄養状態の項目や食べること
に対する希望などが掲載されていた。つまり、誤嚥の予
防に注目した研究であっても決して食べる楽しみや栄養
状態を視野に入れていないわけではないのである。今後
は摂食嚥下障害の研究の傾向を包括的に明らかにするた
めに、多様な表現に対する信頼性と妥当性を確保した分
析が必要である。
　また、本研究の対象データは論文の本文とし、図や表
は除外した。これはテキストマイニングはテキストデー
タを分析対象にするため、図や表は適さないと判断した
からである。しかし、論文において図や表は非常に重要
であるため、研究論文の特徴を把握する上で、どのよう
に図や表を分析するべきなのかは今後検討する必要があ
ると考える。

6．結論
　回復期及び維持期における成人期・老年期の患者に対
する12本の摂食嚥下障害の看護の研究では、誤嚥につい
ては共通して述べられていた。そして食事介助に関して
誤嚥の予防だけでなく栄養状態の改善についても考察し
た論文は1本だけだった。
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